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例 言

１ 本書は、札幌市教育委員会が、市内で計画される各種の開発事業に先立ち、埋蔵文化財包蔵地の

保存保護を図る資料とするため、埋蔵文化財包蔵地の範囲や内容を詳細に把握することを目的と

して、昭和５５年から平成１３年にかけて実施した確認調査等１６件の報告書である。

２ 本書では、１６件の確認調査等の結果について、調査年度順に報告する。

３ 各調査の報告書は、調査時の所見に基づき調査終了後速やかに作成されたものであり、必ずしも

現状の認識と一致するものではない。

４ 本書に掲載する確認調査等の概要は、以下に示すとおりである。なお、「整理番号」は、調査原

因である各種開発事業に伴う協議毎に、札幌市で任意に付した整理番号である。

（１）S２５９遺跡、S２７３遺跡、T３０３遺跡、T２７２遺跡調査報告（整理番号８０―２―３０１）

調査遺跡：S２５９遺跡 札幌市厚別区上野幌１条５丁目

S２７３遺跡 札幌市厚別区厚別町上野幌

T３０３遺跡 札幌市清田区平岡公園東２・３丁目、厚別区上野幌３条３・４丁目

T２７２遺跡 札幌市清田区平岡公園東１・２丁目

調査期間：昭和５５年６月１６日～７月１９日

調査原因：区画整理

（２）K４４０遺跡調査報告（整理番号８０―２―３０８）

調査遺跡：K４４０遺跡 札幌市北区北３１条西１１丁目

調査期間：昭和５６年４月７日～４月２５日

調査原因：共同住宅建設

（３）S２５２遺跡、S２５４遺跡調査報告（整理番号８１―３―３０２）

調査遺跡：S２５２遺跡 札幌市厚別区上野幌１・２条１丁目

S２５４遺跡 札幌市厚別区上野幌２条１丁目

調査期間：昭和５６年８月１０日～８月２０日

調査原因：宅地造成

（４）S２２９遺跡調査報告（整理番号８３―２―３０３）

調査遺跡：S２２９遺跡 札幌市白石区北郷４条３丁目

調査期間：昭和５８年４月２８日～５月１２日

調査原因：住宅建設

（５）T３１０遺跡調査報告（整理番号８３―２―３０７）

調査遺跡：T３１０遺跡 札幌市豊平区平岸５条１０丁目

調査期間：昭和５８年１０月２４日～１１月１４日

調査原因：住宅建設

（６）T２３３遺跡調査報告（整理番号８４―２―３０５）

調査遺跡：T２３３遺跡 札幌市豊平区西岡２条１３丁目

調査期間：昭和５９年５月２８日～６月９日

調査原因：宅地造成

（７）M３５３遺跡調査報告（整理番号８４―２―３１１）
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調査遺跡：M３５３遺跡 札幌市南区石山１条９丁目

調査期間：昭和６０年４月１６日～４月２７日

調査原因：宅地造成

（８）T４７２遺跡調査報告（整理番号８７―３―３０３）

調査遺跡：T４７２遺跡 札幌市清田区平岡公園

調査期間：昭和６３年５月３０日～６月１１日

調査原因：公園造成

（９）T３６２遺跡、T４８５遺跡調査報告（整理番号８８―３―３０２）

調査遺跡：T３６２遺跡 札幌市清田区真栄

T４８５遺跡 札幌市清田区真栄

調査期間：昭和６３年７月１１日～８月６日

調査原因：宅地造成

（１０）M４８４遺跡調査報告（整理番号８８―３―３０５）

調査遺跡：M４８４遺跡 札幌市南区芸術の森１丁目他

調査期間：平成元年４月１０日～５月１７日

調査原因：学校建設

（１１）S２１４遺跡調査報告（整理番号８９―２―３０４）

調査遺跡：S２１４遺跡 札幌市白石区栄通１４丁目

調査期間：平成元年７月１０日～７月２９日

調査原因：共同住宅建設

（１２）T４８６遺跡調査報告（整理番号８９―２―３０９）

調査遺跡：T４８６遺跡 札幌市清田区真栄６条１丁目

調査期間：平成３年９月３０日～１０月８日

調査原因：宅地造成

（１３）M３５１遺跡調査報告（整理番号９１―２―３０２）

調査遺跡：M３５１遺跡 札幌市南区石山１条７丁目

調査期間：平成３年９月４日～９月２１日

調査原因：宅地造成

（１４）T７１遺跡調査報告（整理番号９２―２―３０５）

調査遺跡：T７１遺跡 札幌市豊平区平岸１条１９丁目

調査期間：平成４年９月２１日～９月２２日

調査原因：宅地造成

（１５）N１０７遺跡調査報告（整理番号９３―２―３０８）

調査遺跡：N１０７遺跡 札幌市手稲区前田１２条１０丁目

調査期間：平成５年８月２５日～９月３日

調査原因：建物建設

（１６）H５１２遺跡調査報告（整理番号００―３―３０５）

調査遺跡：H５１２遺跡 札幌市東区丘珠町

調査期間：平成１３年７月２３日～９月１９日

調査原因：公園造成
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５ 上記の各遺跡のうち、T２７２遺跡及び T４８５遺跡については、調査報告書作成時には、それぞれ T

４６３遺跡、T４９７遺跡として整理されていたが、最終的に周知の埋蔵文化財包蔵地 T２７２遺跡、T４８５

遺跡として整備されたものである。また、K４４０遺跡の調査範囲については、調査報告書作成時

には周知の埋蔵文化財包蔵地 K４３９遺跡として整備されていたが、平成元年９月改訂の『札幌市

埋蔵文化財台帳（付分布図）』（『札幌市文化財調査報告書�』）において、K４４０遺跡として周知
資料の記載内容について変更されたものである。

６ 調査及び報告書作成業務については、該当年度の埋蔵文化財保護担当部局（現札幌市観光文化局

文化部文化財課）の職員が従事した。

７ 本書の編集は、札幌市観光文化局文化部文化財課が行った。

８ 調査で発見した資料は、札幌市観光文化局文化部文化財課で保管している。
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凡 例

１ 各調査の報告における本文・挿図・写真図版等は、可能な限り、調査終了後に作成された内容を

そのまま掲載した。

２ 各調査の報告における調査所在地の住所表示は、調査時におけるものであり、現状の住所表示と

一致しないものがある。なお、例言及び報告書抄録では、現状の住所表示を記載している。

３ 遺構名、基本層名、遺構覆土層名等は、各遺跡ごとに呼称方法が異なっており、すべての遺跡を

通して統一されたものではない。

４ 各遺跡の調査位置図は、調査時点に刊行されていた国土地理院発行の１／２５０００地形図を基図とし

て作成したものである。

５ 各遺跡の調査区周辺現況図は、調査時点における現況測量図等を基図として作成されたものであ

り、現在の状況と一致するものではない。

６ 本報告書で用いた北（N）方位は、すべて真北である。

７ 挿図の縮尺は、個々にスケール等を入れて示した。

８ 写真図版の縮尺は、スケールを示したものを除き任意である。
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第１章 S２５９遺跡、S２７３遺跡、T３０３遺跡、T２７２遺跡調査報告

第１節 遺跡群の位置と環境（第１図）

発掘調査を実施した、S２５９、S２７３、T３０３、T２７２の４遺跡は、地理的にみると「野幌丘陵」の西端

に位置し、「三里川」と、「大曲川」とに挟まれた中にある。標高はいずれも５０～５５mである。「野幌

丘陵」上には、上記４遺跡以外に、約７５ヶ所の遺跡が集中し、市内全体の遺跡総数の約１６％を占めて

いる。これらの遺跡はいずれも縄文時代早期（約８，０００～６，０００年前）、同中期（約５，０００～３，５００年前）、

同晩期（約３，０００～２，０００年前）、続縄文時代（２，０００～１，２００年前）の遺跡が出土し、遺構としては、

竪穴式の住居址、墓壙、「おとし穴」などがみつかっている。

第２節 発掘調査結果

１ S２５９遺跡（第２・６・７・８図）
S２５９遺跡は、札幌市白石区厚別町上野幌にあり、「大曲川」の支流の左岸に立地している。現状は

荒野であるが、かつて畑地として耕作されていた。発掘対象総面積は、約６，０００m２である。グリッド

設定は、基線を予定道路のセンターをほぼ基準にして、１０×１０mの大グリッドを組み、これをさら

に５×５mに分割し、この中を２×２mの小グリッドを平均２個掘る方法で、発掘調査を進め、最

終的に約５００グリッド、総面積２，０００m２を調査した。層準は、以下の如くである。第�層：耕作土
（平均３０～４０cm）。第�層：黒褐色土層（平均１０cm、遺物包含層）。第�層：月寒火山灰層（地山）。
遺物は、プライマリーの第�層と撹乱層の第�層から数多く出土したが、遺構は検出されなかった。
〔出土遺物〕

土 器（第６・７図）

第６・７図１～５１に示したのは、本遺跡出土の土器群である。

１～６・２４は、口縁部の破片、７～２３・２５～４６は胴部破片、４７～５１は底部の破片である。１は、口

唇部直下は低い貼付帯があるのみで、この上は磨消されている。貼付帯の直下には、円形刺突文が巡

り、口唇部上にも縄文がある。２～４は、１と同様高い肥厚帯は形成せず、低い貼付帯だけであるが、

貼付帯上と口唇部上に、半截竹管による連続刺突文がある。貼付帯直下には、小さな竹管工具による

円形刺突文がある。５・６・２４は、口唇部を欠損するが、円形刺突文が残る例である。７～２３・２５～

４６の胴部片は、LRないし RLの単節斜行縄文の例と結束第一種（９・１３・１５・１６・２０・３８・４５）お

よび同第二種（２９・３３）の単節羽状縄文の例、結束第一種の無節縄文（Lr+Rl）の例（１７）などがあ

る。器厚は、７～１２mmである。底部片の内、４７・４９・５１の３例は、底部の周辺の張り出しが強いも

の、５０は全く張り出しのない例である。座を欠損する４８例を除く４例の底面には、いずれも地文がつ

けられている。以上の土器群の色調は、灰褐色～暗茶褐色を呈しているが、明褐色の例が多い。土中

には、細砂、小礫そして若干の繊維を含んでいる。本土器群は、常呂郡常呂町朝日トコロ貝塚出土土

器群の分類に従えば、第６（「トコロ第６類」）に対比できる資料で、縄文時代中期中葉に位置し、札

幌市内の同型式の土器群が伴出した遺構出土木炭による C１４年代測定結果によれば、３，８００～４，１５０年

前という結果がでている。
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石 器（第８図）

本遺跡からは、第８図１～６に示した石鏃、石銛、ナイフ状石器、削器と数多くの縦長を中心とし

た剥片が出土している。いずれも黒曜石である。１は、柳葉形の両面調整の石鏃である。本資料の剥

片剥離技法で特徴的な点は、両面共に右側縁側から、ほとんど剥離が入れられ細部調整も、右エッジ

に偏っていることである。逆刺の作出は明瞭ではない。３は、有柄の大型石銛である。尖頭部大半を

欠損する。素材は部厚い横長剥片と考えられ、腹面に一次剥離面が残る。本資料は、加熱を受けたた

めに破損した例である。２は、半両面調整のつまみ付きのナイフ状石器である。素材は縦長剥片を用

い、端部はヒンジ・フラクチャを起こしている。端部先端（尖頭部分）は、欠損する。背面の調整加

工は、左側縁はやや背の高い剥離で、刃縁は直線的であり、右側縁は平坦な剥離で、刃線は、ゆるい

カーブを描いている。４～６は、削器で、４はフレーク・コアーの残核を利用し、背面左側縁に細か

な調整剥離を加えたものである。腹面に認められる最終の剥離生産面でみると、寸の短いやや幅広の

剥片をとっている。５・６は、縦長剥片の背面の両側縁に、細かな調整剥離がある例である。５の上

下端は欠損している。

２ T３０３遺跡（第４・９図）
本遺跡は、札幌市豊平区里塚にあり、「三里川」の左岸に立地している。現在の地目は、畑地と北

西側は牧草地である。発掘対象総面積は、約１２，０００m２である。発掘区の設定は、遺跡地内を走る私

道に基準線を置き１０×１０mの大グリッドを組んでいる。発掘は大グリッドの中に２×２mの小グ

リッドを平均２個開ける方法で調査を進めたが、遺物の出土状態を考慮して南東側の畑地部分は平均

第１図 S２５９遺跡、S２７３遺跡、T３０３遺跡、T２７２遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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４個、北西側の牧草地は約１個平均で掘っている。最終的な発掘総面積は、約１，０００m２（約２５０小グ

リッド）である。層準は、厚さ２０～３０cmの耕作土層の直下に月寒火山灰層が顔を出し、河岸付近は

有機物を多く含む黒色系統の土層は流失し、表土に直接火山灰層が出ている所もあった。畑付近を中

心に、遺物は検出されているが、遺構はみつかっていない。

〔出土遺物〕

土 器（第９図）

第９図１～８は、いずれも胴部片である。地文として、LRおよび RLの縄文原体を用いた単節斜

行縄文が認められるが、いずれも節は細かいものである。地文の一部には、ある程度乾燥した時点で、

整形が加えられ摩滅状態を呈している例もある。色調は、白灰褐色、明褐色の例とがあるが、前者が

主体を占め胎土中には細砂を含み、焼成は精緻である。なお、８例は丸底の底部片の可能性もある。

本資料は、以上の観察を通してみると、縄文時代晩期末葉から続縄文時代初頭にかけて盛行した「タ

ンネトウ L式」に代表される土器と共通する特徴を備えている。

石 器

黒曜石製の剥片が出土している。

３ T２７２遺跡（第５・１０図）
本遺跡は、T３０３遺跡と同様、豊平区里塚にあり、「三里川」の左岸に立地する。遺跡の現況は山林

で、木を伐採しながら発掘区の設定を行なったため、調査は困難を極めた。発掘対象総面積は、地形

を考慮して、第５図に示した約１７，７００m２とした。グリッドは、予定されている区画整理の区割り線

を基準にして１０×１０mの大グリッドを組み１×１mの小グリッドを２～３個掘る方法で調査を進め

たが、除去困難な立木がある場合には、調査可能な部分を中心に、任意に開ける方法をとった。最終

的な発掘面積は約５００m２で、約５０個の小グリッドを全面にわたり掘っている。層準は、平坦面と傾斜

面とでは、若干異なるが、表土から平均５０～７０cmまでは有機物（有機リン酸）を多く含む黒褐色の

火山灰質土層、その下は平均厚２０cm程の茶褐色火山灰質土層があり、月寒火山灰層の地山に至って

いる。遺物は、上部の黒褐色、茶褐色火山灰質土層中から出土しているが、遺構は、個々の試掘坑が

立木の関係で限定されたため、検出することはできなかった。

〔出土遺物〕

土 器（第１０図）

第１０図１～４は本遺跡から出土した土器片の代表的な例を図示したものである。１は、口縁部片で、

輪積みないし巻き上げで成形した上に、さらに太めの粘土紐を積み上げ貼付することによって、口唇

部に低い肥厚帯を形成させたもので、断面形は三角形を呈している。肥厚帯上には幅６mm程の平ら

な箆ないし径の大きい竹管を截いた棒状の工具で、連続して横に刺突、押捺した文様がつけられてい

る。肥厚帯直下には、竹管状工具による円形の刺突文が巡る。地文は、単節縄文である。色調は明る

い灰褐色で焼成は堅い。２・３は、胴部片で、RLおよび LRの単節斜行縄文がつけられている。色

は白灰褐色で、器厚は約８mmである。焼成は堅い。４は、底部片の破片で、こころもち張り出しの

傾向を認める。色は明褐色。以上の土器群は、縄文時代中期中葉に位置する「トコロ第６類」に対比

できる。

石 器（第１０図）

本遺跡からは、石斧が２点出ている。第１０図に示した例は、刃先部分の破片である。両刃で素材は

板状に節理する片岩の剥片を用い、側縁を剥離調整した後、入念に研磨した例である。厚味はない所
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から、平のみ的用途に用いられた可能性もある。

４ S２７３遺跡（第３図）
S２７３遺跡は、白石区厚別町上野幌に位置し、「大曲川」の右岸に立地している。地形は、川に向

かってゆるくレベルを下げる緩傾斜面で、現状は山林である。発掘対象総面積は、地形からみて浅い

沢と沢とに挟まれた約８，０００m２であった。発掘区は、工事計画線を基準にして、１０×１０mの大グリッ

ドを組んだが、立木の関係でこの中に１×１mの小グリッドを任意に入れる方法で調査を進めた。

結局、約２０小グリッド（約２００m２）を調査した。層準は、緩傾斜面であったためか、黒色系統の土層

はほとんど失われ、若干有機物を含む土層を混じえる地山の月寒火山灰層が直接顔を出している部分

が多かった。恐らく、自然の営力によって上部層は流出した結果と考えられる。遺物は縄文式土器片

が若干検出されたのみで、本来の包含層は既に失われている可能性が大きいと判断された。
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第２図 S２５９遺跡調査区周辺現況

第３図 S２７３遺跡調査区周辺現況
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第４図 T３０３遺跡調査区周辺現況

第５図 T２７２遺跡調査区周辺現況
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第６図 S２５９遺跡出土の土器（１）
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第７図 S２５９遺跡出土の土器（２）
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第８図 S２５９遺跡出土の石器

第９図 T３０３遺跡出土の土器

第１０図 T２７２遺跡出土の土器・石器
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第２章 K４４０遺跡調査報告

第１節 遺跡の位置と環境（第１１・１２図）

今回調査した、札幌市北区北３０条西１０丁目にあるカネシメ総合グラウンド内の遺跡は K４４０遺跡の

一部で、旧琴似川水系沿いに綿々と分布する擦文時代の遺跡群の１つである（第１１図）。本遺跡が立

地する旧琴似川水系一帯の表層地質は、「河川運搬堆積物」に由来する一般に腐植に富む植土（「北部

札幌植土」）で、下層部には所々泥炭土をはさんでいる。第１２図は、明治２７・２８年調査の遺跡分布図

と札幌市現況図から復元した旧河川と遺跡の関係図である。これでみると、昭和５４年度に調査した K

４６０遺跡（「札幌市文化財調査報告書」XXII）と本遺跡は、旧琴似川（別称「シノロ川」）をはさんで、

向かいあって立地していることがわかる。ところで、K４６０遺跡から竪穴住居址１７軒と土坑が３基み

つかっているが、今次調査地点では遺構は全く検出されなかった。この理由としては、K４６０遺跡の

調査の結果、遺構群は旧河川から７５～９０m離れた標高９．３～９．５mの微高地（自然堤防）上に立地し

ている事実からみて、今次調査地区がいずれも標高９．３m以下で低く、増水による水害が及びやすい

範囲であったことに起因すると考えられる。従って、遺構は、標高９．３m以上の北３０条通りから南西

側に分布していた可能性が高い。

第２節 発掘調査の方法と層準（第１３・１４図）

今回の調査地区は、試掘調査の結果では、グラウンドの北東部側は、旧地表面の標高は低く、数

メートルにわたって埋め立てられていることが判明していたため、グラウンドの南西側を中心に調査

を進めた。グリッドは、南西側の北３０条通りを基準線にして、１０×１０mで組んでいる。各呼称は、

第１３図のとおりである。�列及び�列の一部は、手堀りで調査したが、それ以外の区域は盛土が厚い
ため重機で上部を排土後、清掃するという方法をとった。また、深いレベルに埋没している竪穴住居

址と層準を確認するために、幅１m程の深堀りトレンチを１０本入れている。その結果、遺構として

は浅い皿状のピットが２基みつかっただけであるが、�・�列を中心に数多くの擦文時代およびそれ
以降の遺物群を検出することができた。本地点の層準は、第１４図に示したが、これは発掘区中央にほ

ぼ北東―南西方向に入れたトレンチの３ヵ所（A～C）でとったものである。層名は、以下のごとく

である。第�層：盛土（撹乱層）、第�層：暗灰褐色泥炭層、第�a層：灰褐色シルト層（泥炭を
点々と含む）、第�b層：灰褐色シルト層、第�c層：灰黄褐色シルト層（砂質的）、第�d層：灰褐
色シルト層（第�b層に比べ黄色強い）、第�a層：黄褐色砂層、第�b層：灰黄褐色砂層、第�c
層：黄褐色砂層（リモナイト多い）、第�層：青色砂層。なお、この層準は、K４６０遺跡の層と比べて、
泥炭層の出現レベルが相対的に高く、また泥炭質の含有率が低い事実からみて、K４６０遺跡の HL地

区よりも低湿で、より河川に近い位置の堆積物の性格を帯びている。

第３節 発掘区出土遺物（第１５・１６図）

第１５・１６図に示したのは、本遺跡出土資料の一部である。第１５図の１～３は、須恵器ないし須恵系
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の甕形土器の破片で、３点共に同一個体と考えられる。推定底径は、１１．６cmで、かなり大型である。

成形は輪積み法で、底部と胴部、胴部間の接合面が、破片断面から観察できる。整形は、回転台ない

しロクロを用いており、内面と外面の下半には水挽きのあとが残っている。また、外面上部には平行

脈状の叩き目が施されているが、原体は、縄目のものではない。底面は平坦で、葉脈痕がついている。

器厚は９～２０mmを数え、色調は表面および胎土内部共に暗灰色で、焼成温度はかなり高かったと推

定される。第１６図４～６は、坏の破片である。４・５は、ロクロ水挽きの痕が残る薄手の資料で、共

に内黒である。４は推定口径５．６cmあり器高はかなり高い。「土師器」と考えられる。６は、擦文式

の坏で、口唇部と外面にはヘラミガキの跡が明瞭に残る。内黒。７・８は、立上がりがきつく、推定

口径が小さいところから、壺の口頸部の破片の可能性が高い。胎土中には、比較的多くの砂粒を含み、

色調は白っぽい。口唇部は、めくれ状にやや外に出ている。９～２１は、すべて甕形土器の破片である。

９～１１は、口縁部文様帯と胴部はやや強い段で区画され、文様帯部分には平行沈線文が段状に展開し

ている。１２～１９は、口縁部文様帯と胴部の段差がなくなり、沈線文も細いものが横方向に加えて、縦

および鋸歯状に展開するものである。１２・１３は口唇部があるもので、その直下には３本の隆起線があ

り、全体に内彎している。１６～１９は、口縁部文様帯と胴部の境の破片で、１６・１８・１９には斜めの浅い

刻目が、１７には厚い貼付帯が横に巡る。２０・２１は底部片である。

第４節 考 察

第１５・１６図の資料についてまとめると以下のごとくである。４・５の土師器の坏は、体部が長いも

第１１図 K４４０遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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ので、宮城県多賀城周辺の資料を基準にした編年大網によれば、第９類 bに対比でき、その年代は、

１０世紀から終末が１，０００年前後におく時期とされているものである。７・８の壺形土器、そして９～

１１の横走沈線文が段状に展開する甕は、宇田川編年に従えば擦文時代前期の初頭の所産である。すな

わち、８（ないし９）世紀の年代が与えられる。１２～１９の細い沈線文が縦横に展開する例は、宇田川

編年でいう擦文時代中期に属し、年代は９（ないし１０）世紀前後の時期のものである。

１～３の須恵系の土器は、類例はなく現段階では明確な結論を出すことはできないが、外面の�き
目が一段の撚糸の�き目ではなく、しかも製作技法は須恵器の伝統を踏襲したものである点から、所
謂「珠洲焼」とか常滑的な「越前焼」に近いものの可能性がある。これらは、通常「中世陶器」と称

され、その年代幅は現在のところ明確ではない。ただ中世的な性格をもつ窯場から生産されたものと

いわれている。すなわち、１～３の不明確な資料を除くと、あとの土器群は、宇田川編年の擦文時代

前・中期の所産で、この結果は、今まで旧琴似川水系で調査した北区 K４４６、同区 K４６０、西区 N１６２

遺跡などの年代と全く一致し、擦文時代後期および終末期の資料を含まないといえるであろう。
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第１２図 K４４０遺跡調査区周辺現況

第１３図 K４４０遺跡調査区配置
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第１４図 K４４０遺跡土層断面模式図

第１５図 K４４０遺跡出土の土器（１）
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第１６図 K４４０遺跡出土の土器（２）
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第３章 S２５２遺跡、S２５４遺跡調査報告

第１節 遺跡の位置と環境

今回、住宅造成に先だち事前調査した S２５２、S２５４遺跡は、白石区厚別町上野幌の国際地所株式会

社所有地内にある。地形的にみると、「野幌丘陵」の西端の三里川と大曲川によって開析された台地

上にのる。本台地には、数多くの遺跡があるが、時期は縄文早・中・晩期が主体である。厚別町上野

幌地区の埋蔵文化財包蔵地については、昭和４８・４９年度に分布調査を実施したが、その際の調査所見

では、両遺跡は標高４０m～４１mに立地し、黒色腐植土は概して薄く、基盤の火山灰層が所々露出し、

縄文式土器片と黒曜石製の剥片、削片が採集されたとある。調査は、対象地全面に１０×１０mを基本

としたグリッドを組み、その中に２×２mの小グリッドを設定して調査を進めている（第１８・１９図

参照）。

基本層準は、３０～４０cmの耕作土層の下は直接黄褐色火山灰層（「月寒火山灰層」）が顔を出してい

る。遺物は、ほとんど耕作土層中から検出したが、一部火山灰層上部にくい込んでみつかった資料も

ある。

第２節 発掘調査結果

（１）S２５２遺跡（第１８図、第２０図１～９、第２１図１・２）
本遺跡は、三里川の左岸に立地する。現状は荒野であった。

出土遺物

第２０図の１～９は、本遺跡出土の土器群の代表的な例を示したものである。一般的特徴は、１～６

の口唇部が遺存する資料においては、口唇部は平坦に整形され、その直下には貼付による肥厚部があ

る。肥厚部の断面は三角形である。口唇部と肥厚部の上には、平なへらとか半割した竹管による連続

した刺突文が横に巡っている。径１０mm前後の円形刺突文がつけられている。７～９は、肥厚帯より

下部の破片であるが、７と９では、３段、平らなへらによる連続刺突文が横に巡っている。８は、縦

位に刺突文がある例である。地文は、すべて単節縄文で、６は羽状に展開している。また、２には内

面も縄文が施されている。これらの土器群は、常呂郡常呂町朝日トコロ貝塚出土の第６類に対比でき

るもので、年代は縄文中期中葉（４，０００年前）の所産と考えられる。なお、最近道央部で出土するト

コロ第６類に対応する資料が、道東部の例に比べて連続刺突文とか貼付文が多用されているという差

が指摘され、道央部のこれらの資料に対して、新たに「小島ノ沢�式」という名称が設定されている。
第２１図の１・２に示したのは、黒曜石製の石器である。１は、小型の石鏃で、裏面には素材の一次

剥離面が幅広く残っている。形態としては、尖頭部、茎部共に短いところから北海道の縄文中期後半

から後期に一般的な型式と考えられる。しかし、尖頭部が非対称形で、茎部が太いところから未完成

の可能性もあろう。２は黒曜石の小角礫の表皮を剥がした剥片を利用して、図示面下部に背の高い剥

離を入れ刃部とした短形掻器である。掻器は、一般的には動物の皮をなめすときの脂肪をかく道具と

されている。
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（２）S２５４遺跡（第１９図、第２０図１０～１５、第２１図３～８）
本遺跡も、三里川の左岸の台地上にあり、一部耕地として利用されているが、あとは荒地と山林で

ある。

出土遺物

第２０図の１０～１５に示したものは、本遺跡出土土器の一部である。いずれも、口唇部は欠失している。

しかし、１０～１２・１５においては、平らなへらとか半割した竹管を工具にした連続刺突文が破片内に観

察される資料である。１０では、横と縦に、１１・１２・１５は横方向に刺突文がある。器厚は平均値１cm

前後で厚く、胎土中には細砂と微量の繊維を含んでいる。色調は、暗灰褐色から赤褐色まである。地

文は単節斜行縄文を基本とするが、１４例のごとく３lと考えられるものもある。上記の土器群は、前

述した S２５２と同種類の縄文中期中葉の「トコロ第６類」に対比される資料である。第２１図の３～８

に示した石器群は、本遺跡の出土品のすべてである。３は黒曜石製の短形剥片を利用し、打面以外の

側縁に、やや背の高い剥離を入れた円形の掻器の仲間である。４～６はいずれも黒曜石を原材とし、

比較的整った石核から連続的に剥取された粗製石刃（縦長剥片）を用い、長軸縁部にそってラフな二

次加工を施した資料である。通常、サイド・スクレイパー（削器）に分類されているものに相当する。

なお、５の上部はヒンジ・フラクチャを起こした部分である。７は、粗製の石刃核（剥片石核）の残

骸である。黒曜石製。小型角礫を素材にし、打面は、石刃剥取両面からの一回の加撃で形成されてい

る。石刃は、図示した左面のみから生産されているようである。８は、片岩の薄片を用いた小型の石

斧である。両面に幅広く素材面（節理面）が残り、側縁にのみ調整剥離が認められる。研磨は、刃部

縁だけしか施されていない。

第１７図 S２５２遺跡、S２５４遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第１８図 S２５２遺跡調査区周辺現況

第１９図 S２５４遺跡調査区周辺現況
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第２０図 S２５２遺跡、S２５４遺跡出土の土器
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第２１図 S２５２遺跡、S２５４遺跡出土の石器
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第４章 S２２９遺跡調査報告

第１節 遺跡の概要

S２２９遺跡は、昭和４８・４９年度に行われた埋蔵文化財包蔵地分布調査によって発見されたもので、

白石区北郷４条３丁目に所在する。遺跡は、月寒川の右岸段丘にあたる北東向きの標高１１～１４mの

台地上にある。台地の中央には北東方向に向けて延びる幅１０m程の小支谷（台地との比高差５m前

後）があり、この小支谷の源には最近まで豊富で良質な湧水が残っていた。遺跡は、この小支谷をと

りかこむように広がっていたものである。昭和５３年には、第２３図で示した１３mの等高線より北東部

一帯について、ゴルフ練習場造成工事に先立ち試掘調査が行われ、大半の部分がすでに耕作・各種の

整地作業により破壊されていることが判明したが、小支谷の北部に溝状を呈し深い、いわゆる T

ピットと称する遺構が１基と縄文時代中期に属する遺物が若干出土した。今回の開発申請地は、小支

谷の南西部の約２，０００m２で、申請者は西岡建設株式会社である。試掘および詳細試掘調査は、昭和５８

年４月２８日～５月１２日まで実施した。

第２節 調査の方法

今回の調査は、開発申請地が、遺跡（埋蔵文化財包蔵地）内にあたることより、申請地全域に、任

意の基線を設定し、これに直交する基線を１０mおきに設け、最小が１０m×１０m単位の網目をかぶせ

た。網目の交点に２m×２mの試掘坑を基盤の黄褐色ロームまで掘り込むという試掘方法をとった。

さらに遺物の出土状況、地層の状況より試掘坑を追加し調査する事とした。その結果、開発申請地の

市道に近い北西部にのみ、住宅の下となり遺物包含層及び遺構が残り、他は全て整地・耕作により破

壊されている事が判明した。遺構・遺物包含層が残っていた部位は、住宅撤去後に整地されており、

さらに砂利等が積まれており、日程・経費の制限より人力は用いず、重機を使用し基盤のローム層上

面まで剥土した。

第３節 遺構及び出土遺物

今回の調査の結果、住宅の真下となり耕作・整地等の遺跡破壊よりかろうじてまぬがれた約２５０m２

という狭い範囲より円形プランのピット４個と、Tピットと通称している溝状を呈する深い陥し穴と

考えられるピットが２個検出された。

ピット１

壙口直径１．２m、壙底直径７０cm、深さ６０cmの規模で、平面プランは円形を呈する。壁は壙口より

中位付近までは漏斗状となり以下は直立し、平坦な壙底面へと続く。壁、壙底面とも堅くしまってい

る。埋土上位より１・２の土器片、３・４の剥片が検出されている。層序は、以下の通りである。�
層：黒色土。�層：真黒色土。�層：暗褐色土。�層：黒色土。�・�・�層：暗黄褐色土。�層：
暗褐色土。�層：褐色土。	層：暗茶褐色土。	�層：黄褐色粘質土。	�層：黒色土。
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ピット１出土の遺物

第２４図１は、現在高２３cm、口径３０cm、口縁に５個の山形突起を有し、波状口縁となる。口縁は若

干外反、頸がくびれ肩が若干張り出す。いわゆる朝顔形の口縁を有した深鉢形土器で、底部を欠失し

ている。地文は、右下りの斜縄文、頸と胴下半は、平行沈線により区画されたヘラにより研磨された

磨消帯となる。内面もヘラにより入念に研磨されている。縄文時代後期、手稲式土器に相当する。

第２４図２は、器高２３．２cm、口径２２．９cm、底径８cm、平縁で口縁はやや外反、肩部がやや張り出す

深鉢形土器である。地文は左下りの斜縄文、口縁には６本の平行沈線文がめぐり、肩以下には、弧状

沈線、垂下する短い沈線により区画された磨消帯が作り出される。やはり縄文時代後期、手稲式土器

に相当しよう。

第２４図３・４は、埋土中より出土した黒曜石の剥片、いずれも表皮を多く残している。

ピット３

壙口直径１．４m、壙底直径６０cm、深さ６０cm、の規模でプランは円形を呈する。壁は傾斜し、壙底面

は平坦、いずれも堅くしまっている。壙底の北西・南東の２ヶ所に黄色粘土の塊が置かれていた。埋

土は以下の通りである。�層：黒色土。�層：真黒色土。�層：茶褐色土（焼土）。�層：茶褐色土。
�層：黄色ローム。�層：褐色土。�層：黒色土に黄褐色土がまじる。�層：暗褐色土。�層：黄褐
色土。	層：黒色土。	�層：黄褐色土。	�層：粘土塊。
ピット４

壙口直径７５cm、壙底直径４２cm、深さ３５cmの規模で、プランは円形を呈する。壁は若干傾斜し、

壙底は平坦、いずれも堅くしまっている。埋土の状況は以下の通りである。�層：耕作土。�層：茶
褐色土（焼土）。�層：黒色土。�層：褐色土。�層：黒色土。�層：暗褐色土。
ピット５

壙口長径３．４m、短径７０cm、壙底長径３．５m、短径１０cm、深さ１．４mの規模で、プランは狭長の楕円

形である。長軸方向は、北々西―南々東である。壙底面は平坦、北々西壁はオーバーハングしている。

埋土の状況は以下の通りである。�層：黒色土。�・�’層：暗褐色土。�層：茶褐色土。�層：真
黒色粘質土。�層：黄褐色土。�層：真黒色粘質土。�層：黄褐色火山灰混り土。�層：真黒色粘質
土。�層：淡黄色火山灰まじり粘質土。
ピット６

壙口長径１．７m、短径１．１m、壙底長径１．２m、短径４０cm、深さ１．２mの規模で、プランは楕円形、長

軸方向は、東―西である。壙底面中央に柱穴状の小ピット（直径１０cm、深さ２０cm）が１個検出され

ている。埋土の状況は以下の通りである。�層：黒色土。�層：暗灰褐色土。�層：暗黒褐色土。�
層：暗褐色土。�層：黄褐色土。�層：黒色粘質土。�層：黄褐色土。�層：火山灰まじりの灰褐色
土。

ピット７

壙口直径７０cm、壙底直径４５cm、深さ２０cmの規模で、プランはほぼ円形である。壁はやや傾斜し、

壙底面は平坦、いずれも堅くしまっている。埋土の状況は以下の通りである。�層：焼土混入の黒色
土。�層：黒色土。
出土遺物

第２５図１～１２の土器は、ピット１とピット３の周囲に散乱し発見されたものである。２・３は平行

沈線を弧状に区画する文様をもつ鉢形土器、他は深鉢形土器、１は口縁で平行沈線がみられ、４・５

は平行沈線に区画された部位に斜行する沈線を並列して描く、６・９～１２は、平行沈線、縦の短い沈
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線にて区画された磨消帯をもつもの、７・８は器面を入念に研磨された胴部片、いずれも縄文時代後

期中葉の土器群に相当する。１３～１８の石器もやはりピット１とピット３の周囲に散乱していたもので

ある。１３は、幅広のかえしを有する有茎石鏃、１４は、太い柄を有する入念に両面加工の施される銛先、

１５・１６は縦長剥片、１７は、剥片の一端を刃部とした錐、１８は、幅広剥片を取った石核、いずれも黒曜

石製である。

第２２図 S２２９遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第２３図 S２２９遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第２４図 S２２９遺跡ピット１実測図及び出土遺物
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第２５図 S２２９遺跡ピット３・ピット４・ピット７実測図及び出土遺物
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第２６図 S２２９遺跡ピット５・ピット６実測図
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図版１ S２２９遺跡調査状況

A 遺跡発掘区全景 B 遺構群近景

C ピット１ D ピット３

E ピット４ F ピット５

G ピット６ H ピット１～３付近遺物出土状況
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図版２ S２２９遺跡出土遺物

発掘区出土土器

発掘区出土石器
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第５章 T３１０遺跡調査報告

第１節 業務概要

遺跡の所在地：札幌市豊平区平岸５条１０丁目２６番地

開発申請者：太平洋興発株式会社札幌支店

開発面積：１．６９ha

試掘調査期間：昭和５８年９月１０～１３日、１０月１７～２２日

確認調査期間：（発掘業務）昭和５８年１０月２４日～１１月１４日

（整理業務）昭和５８年１１月１５日～昭和５９年２月２５日

第２節 遺跡概要

T３１０遺跡は、札幌市の都心より見て南東方向にあり、地元では通称平岸坊主山と呼んでいる北北

東に向け舌状に突出した台地上に位置する。住所は、豊平区平岸５条１０丁目である。本遺跡の存在は、

昭和１０年代に後藤寿一によって発見され（後藤寿一１９３７「札幌市及び其付近の遺跡・遺物の二，三に

就て」『考古学雑誌』２７－４）、以後平岸坊主山遺跡として多くの研究者に知られていた。昭和３９年に

は、宅地造成に先立ち、台地の北西部の裾の一部が大場利夫博士によって発掘調査が行われており

（畑宏明１９６６「札幌市付近の遺跡―資料篇―�，札幌市平岸坊主山遺跡」“Aynu Moshiri”�）、昭
和４８年には平岸南部地区区画整理事業に伴い市道新設部分にあたるやはり北西部の裾の一部約８２０�
を札幌市教育委員会が発掘調査を行っている（札幌市教育委員会１９７４『T３１０遺跡』札幌市文化財調

査報告書�）。さらに昭和４９年には、公園造成計画に伴い、坊主山丘陵の南西部一帯の試掘調査も行
われている。遺跡地の現在の景観は、舌状に張り出した台地の周囲は全て宅地によってとりかこまれ

孤立丘のような状態で一部は畑地として耕作され残存している状況にある。今回の調査では、土器、

石器、破片等の遺物は、台地の山頂より裾野にかけほぼ全域にわたり点々と散乱しているが、永年の

耕作及び火山灰採集によりほぼ上部半分程度の高さの地域は削り取られ地表に支笏火山灰が露出した

状況となっている。裾野部分は、上部より流れおちた黒色土が厚く堆積し、特に北側と北西側斜面か

らは数多くの遺物が出土した。また、北西斜面の一部では遺構等も見つかっている。

第３節 調査の方法

今回の調査は、開発申請地域が遺跡と考えられている台地全体にわたるため、耕作及び火山灰採集

の種々の破壊からまぬがれている埋蔵文化財包蔵地が、どの程度残されているかを確認する事より始

められた。舌状台地の北斜面、南東斜面、北西斜面について、それぞれ任意の基線を設定し、これを

１０mごとに分割し基線に直交する線を重ね、斜面全体に１０m×１０mを単位とする網目をかぶせ、こ

の交点内側に２m×２mの試掘坑を、基盤である月寒火山灰層まで掘り下げ確認するといった方法を

とった。また遺物の出土状況、地層の変化に応じ、２m×２mの試掘坑をさらに追加するといった方

法とした。その結果、北斜面では４７．５m等高線より下の地域から遺物が出土するが、遺構等はない
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と結論された。南東斜面では、５５m等高線より下の地域に遺物が若干出土するものの、幅２０m程度

の小支谷が東に向け伸びており、その状態より良好な包含層は遺存しないと結論された。北西斜面は、

畑地として耕作中であり、地表面にも多くの土器、石器が散乱している状態で、特に５０mの等高線

より下の地域には良好な遺物包含層が残っていると判断された。とりわけ４７．５mの等高線にかこま

れる地域には、遺物が集中して出土し焼土（炉跡）が２ヶ所、竪穴状の遺構が一基検出されている。

第４節 遺構及び出土遺物

今回の確認調査では、北西斜面で１基の竪穴住居跡状の遺構が検出された。平面プランは、隅丸長

方形を呈し、規模は長軸２．４m、短軸１．３m、現存する壁高約２０cmを算する。長軸方向は、北北東―

南南西である。覆土中に、ほぼ１個体分の土器が土圧により潰れた状態で出土した。掘り込みは、a

層：黒色土層の下面、b層：暗黒褐色土層の上面より行われ、c層：黒褐色土層（粘土粒含）を切っ

て基盤の黄褐色火山灰層にまでおよんでいる。埋土は、�層：暗黒褐色土層、�層：暗黒褐色土層
（ややしまる）、�層：黒褐色土層となっている。
遺構出土の土器（第２９図）

遺構覆土中から土圧により潰れた状態で出土した土器で、器高３０．２cm、口径２８．２cm、器厚１．５内

外の、深鉢形を呈する丸底の土器である。口縁は、若干外反し平縁となり、口唇上は丸味を帯びてい

る。全体のプロポーションは砲弾形に近い。器面全体には左下りの単節縄文が施文され一部にはあや

くり文も見られる。内面は横位主体の整形痕が残る。色調は、上半が炭化物が付着し黒く、下半は黄

褐色を呈する。胎土中には多量の繊維と小石を含み、もろい。縄文時代前期（約５，０００年前）、静内中

野式土器に代表される土器である。

第５節 発掘区出土の遺物

多時期にわたる多量の土器と石器が出土している。代表的なものを、図に従って説明する。

土 器

縄文時代早期（約７，０００～６，０００年前）（第３０図４～９）

４は、比較的薄手で横位の貝塚条痕文を特徴とし内面にも横位の貝塚条痕文がある。

５は、無文、沼尻式土器に相当する。６～９は、撚りの方向の異なる２本の撚糸を１単位とする撚

糸圧痕文、絡条体圧痕文等を特徴とする土器群である。６のみ撚糸圧痕文に魚骨の背骨を押圧する魚

骨文が２段みられる。東釧路�式土器に相当する。
縄文時代前期（約６，０００～５，０００年前）（第３０図１０～１７）

器厚が１～１．５cmと厚く、胎土に多量の繊維を含む土器群で砲弾形を呈し、丸底である。静内中

野式土器に相当する。

縄文時代中期（約５，０００～４，０００年前）（第３０図１、第３０図１８・１９、第３１図２０～４５）

a（１８～２２）比較的厚手で粗雑な作りであり、口縁は若干外反、円筒式に近い深鉢形を呈する。口

縁に太い円形刺突文をめぐらすことを特徴とする。胎土中には若干の繊維と多量の砂粒を含む。１８、

１９のように口縁内面に縄文を施文する例もある。トコロ６類土器に相当する。b（２３～４２）やはり円

筒型の深鉢形を呈する。半截竹管による沈線文、爪形文、突引文、粘土紐による貼付文を特徴とする

土器群である。サイベ沢�式土器の地方化したタイプと称される平岸天神山式土器に類似する。
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縄文時代後期（約４，０００～３，０００年前）（第３０図２、３）

２点とも遺構の周囲から土圧により潰れて出土したもので、２は底部のみを欠き、３は、全体の４

分の３程が現存している。２は、やや外反気味の口縁で４個の大形の山形突起を有する波状口縁をな

し、頸がくびれ、肩が若干張る、いわゆる朝顔形の口縁を有した深鉢形土器である。現存高３２cmと

大形である。突起部と頸のくびれ部分は入念に研磨され、口縁、肩～胴中段の２部位には、左下りの

斜行縄文を地文にやや幅広の横走沈線文を数段めぐらし、６～７分割するように弧線文にて区切る。

手稲式土器に相当する。３は、８個の山形突起を有する波状口縁で、口縁は若干外反、頸はかすかに

くびれ、以下序々に底部へ向けすぼまる深鉢形を呈する。現存高３１cm、口径３３．２cmを算し、大型で

ある。口縁及び肩～胴下半に細い沈線による鋸歯状及び凸レンズ状に構成される文様が施文される。

頸は帯状に軽く研磨されている。やはり手稲式土器に相当しよう。

続縄文時代後期（約１，５００年前）（第３１図４６～５１）

４６、４８、４９は三角形状の列点文がめぐる。４７は、撚糸文により帯縄文風の文様が施文される。後北

C２式土器に相当する。

石 器（第３２～３６図）

１・２は、入念に両面加工が施された石鏃。有茎である。３・４は、ナイフもしくは、銛先と考え

られるもので入念に両面加工が施されている。５・６・８は、ナイフ状石器。５・６は入念な両面加

工が施され、８は、素材面を大きく残す。７は、掻器。背の高い剥離が第１次剥離面よりなされてい

る。９・１０は、剥片のエッジの一部に細かな剥離痕のある剥片。１１～１７は、石斧及び石斧の破損品で

ある。１１は、打撃による大きな整形痕が残る。入念な研磨加工が施されている。刃の断面は両刃。１２

第２７図 T３１０遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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・１３は、刃部が未研磨

の状態の未成品。１４～

１７は、頭部のみの破片

である。１８～２０は、砂

岩を使用した砥石であ

る。１８は、大型で、断

面は四角形４面を使用

面とする。使用面は内

がへこみ、大きくコン

ケーブしている。１９は、

１８と同種だが小型。２０

は、一面のみ使用、中

央が大きくへこむ。２１

は長楕円形の石の長軸

両端に打ち欠き縄をか

ける部分を作り出した

石錘。２２～２８は、擦石。

２２・２３は、全面を叩打

により冠形に作り出し

たもので下面を擦面と

する。いわゆる北海道

式石冠である。２４は、

丸石の一部を擦面とし

たもの、２５～２７は、や

や、へん平の石の長い

一辺を擦面としたもの、

２８は、台形に近く整形

した石の長く狭い部分

を擦面としたものであ

る。２５～２８は、へん平

打製石器と称されるも

のである。２９～４０は、

丸石、棒状石をたたき

石として使用したもので、使用部は叩打によりボロボロの状態になっている。４１・４２は、石皿。大型、

へん平石の一面ないしは表裏の２面を使用面としている。図示していないが他に１０点程同種の大型の

ものが出土している。

第２８図 T３１０遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第２９図 T３１０遺跡ピット実測図及び出土遺物
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第３０図 T３１０遺跡発掘区出土の土器（１）
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第３１図 T３１０遺跡発掘区出土の土器（２）

第５章 T３１０遺跡調査報告

３９



第３２図 T３１０遺跡発掘区出土の石器（１）
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第３３図 T３１０遺跡発掘区出土の石器（２）
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第３４図 T３１０遺跡発掘区出土の石器（３）
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第３５図 T３１０遺跡発掘区出土の石器（４）
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第３６図 T３１０遺跡発掘区出土の石器（５）
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図版３ T３１０遺跡調査状況及び出土遺物

A 竪穴住居跡状遺構（北西から） B 竪穴住居跡状遺構（北東から）

C 竪穴住居跡状遺構及び発掘区出土土器
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図版４ T３１０遺跡発掘区出土の土器

縄文時代早期・前期・中期・後期及び、続縄文時代の土器
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図版５ T３１０遺跡発掘区出土の石器（１）

石鏃、石銛、ナイフ、削器、石斧
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図版６ T３１０遺跡発掘区出土の石器（２）

擦石、敲石、石錘
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図版７ T３１０遺跡発掘区出土の石器（３）

敲石、砥石、石皿ほか

第５章 T３１０遺跡調査報告

４９



図版８ T３１０遺跡発掘区出土の石器（４）
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第６章 T２３３遺跡調査報告

第１節 遺跡の概要

本遺跡は、札幌市豊平区西岡２条１２・１３丁目に所在する。本遺跡は札幌市教育委員会が昭和４８・４９

年度に全市に実地した埋蔵文化財包蔵地分布調査によって発見したものである。本遺跡をのせる台地

一帯は、いわゆる野幌丘陵と称される台地の西端にある。遺跡は、月寒川と望月寒川によって開析さ

れた台地上にあり、望月寒川の右岸、南西向きの傾斜地上に立地している。遺跡の標高は、最大で１１２

m、最小で１０２mあり、東部の高い部分は過去において大規模に削平されている。分布調査時の記録

では、斜面全域（約１．５万m２）にわたり遺物の散乱がみられると記されている。今回の調査でも同様

であり、縄文時代早期・中期の土器片及び石器が地表に散乱していた。月寒川、望月寒川の流域には

多くの遺跡が存在している。時期も旧石器時代、縄文時代全般、続縄文時代にかけてと多時期にわ

たっている。野幌、月寒の丘陵地とそこを流れる大小の河川は、先史時代の人々にとって格好の生活

の場を提供していたことが判る。

第２節 調査方法

今回の調査は、遺跡全域が（株）日本共同信販により宅地造成が行われる事となったため行われた

ものである。試掘調査では、開発申請地全体に１０mメッシュの網をかけ、その交点部分に２m角の

試掘坑を掘り、遺物、遺構の存在の確認を行った。その結果、斜面の南側部分に土器等の遺物が多数

出土し、開発申請地のほぼ中央の中段の農道付近に陥し穴と考えられる遺構が存在することがわかっ

た。しかし、試掘では遺跡の概要がしぼり切れず、遺跡の概要を明らかとするため確認調査を行うこ

ととした。確認調査は、遺物が集中して出土する南部区域では、試掘時よりの試掘坑をさらに拡張し、

遺物の採集をはかり遺構の存在をさぐった。試掘時に陥し穴等の存在が確認された部分については１

m幅のトレンチを掘り、その後に重機を使用し、表土を剥ぎ遺構を確認した。結果、試掘坑を拡張

した区域については多量の遺物が得られたが、遺構の存在は確認されなかった。重機を使用し表土を

剥土した部分では、陥し穴と考えられるピットが並列し７個発見され、さらに円形の土壙墓と考えら

れるピットが１個検出された。

第３節 遺 構

重機を使用して剥土した地区より、７個の Tピットと称している陥し穴と考えられる溝状の深い

ピットが７個、傾斜面に沿って併列し発見された。さらに、これらの Tピット群より若干はなれ、

円形の浅い土壙墓状のピットが１個発見されている。

第４節 出土遺物

遺跡の南区域より主に得られている。土器は縄文時代早期、中期に属するもので、石器、石片等も
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多く出土している。

土 器

多量の縄文時代中期に属する土器と、縄文時代早期の貝殻文平底土器が若干出土した。

縄文時代早期

総量としては少ないが、２個体に復元された。いずれも貝殻文を特徴とする平底土器で、沼尻式土

器といわれる土器群に近いものである。

１：口径１２cm、器高１８cm、器厚８mm円筒形で平底である。口縁は４～５個の山形突起を有し波

状口縁となっている。口唇上は平らに整形されている。口縁に２段瓜形文がめぐり、胴部全体は縦位

のヘラ研磨が入念に行われている。内面には貝殻条痕がみられる。胎土中には砂粒、火山灰粒が多く

含まれ、焼成は良いが器面は風化し、ザラザラしている。

２：口径１１cm、現存１６cm、器厚８mm内外、円筒形で、底を欠損しているが、器形より平底をな

すと思われる。平縁で、口唇上は外側が若干傾斜するように削られている。器面及び内面は、貝殻条

痕文が一面につけられている。胎土中には、砂粒、火山灰粒を多く含む。焼成は良好で、暗茶褐色を

呈する。

縄文時代中期

復元できた個体は、図版に示す底部のみであるが多量の破片が得られている。胴部に太い貼付帯が

数段めぐらされているグループ。口縁付近を主に貼付紐及び半截竹管文による文様が特徴となるグ

ループ等がある。底径約９cm、現存高８cm、器厚１．２cm、底面が若干外に張り出す。胎土中には火

山灰粒と大粒の砂粒を含む。右下がりの斜行縄文が施文されている。

石 器

多数の石器が得られているが、ほとんどが耕作土中よりの出土であり、どの土器に伴うものか不明

である。

ナイフ状石器（第４１図１～３）

１は、黒曜石製。厚くレンズ状の断面をしている。入念な両面加工が施されている。形状より、石

槍等の柄部の可能性が強い。２は、比較的厚手の縦長剥片の一側縁に剥離が集中してある。黒曜石製。

３は、頁岩の縦長剥片の一面に剥離加工が入念に施され、つまみ部が作り出されたもので一般に石匙

と称されているものである。

石斧（第４１図４・５）

いずれも蛇紋岩製で全面を入念に研磨している。５は、擦り切り痕が残る。

石錘（第４１図６）

安山岩の扁平楕円形の河原石の長軸両端を打ち欠き作り出したもので、８０g程の重量である。

たたき石（第４１図７・８）

安山岩の一面ないしは２面にわたり、たたき痕が残るものである。

擦石（第４２図９）

三角柱状の安山岩製で稜線が使用部面であり、擦り痕が残る。

石皿（第４２図１０）

扁平、大型の安山岩の一面に擦り痕、若干のたたき痕が残る。
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第１表 T２３３遺跡遺構属性表

遺構名
規模（cm）
検出面

規模（cm）
底面

深さ（cm） 長軸方向 備 考

ピット１ １００×９４ ８６×７８ ２６ 北東－南西

Tピット１ １２８×７０ １２０×３８ １００ 北々西－南々東

Tピット２ １７４×８６ １２８×４０ ８８ 北々西－南々東 底面中央に小ピット１個（径８cm×深さ２４cm）

Tピット３ １２０×４０ １００×３２ １６ 北西－南東 底面中央に小ピット１個（径６cm×深さ３０cm）

Tピット４ １５８×８４ １１６×２８ １０８ 北々西－南々東
底面中央に小ピット２個（P－１：径７cm×深さ１６cm、P－
２：径６cm×深さ１７cm）

Tピット５ １７４×１１４ １３０×３４ １１４ 北々西－南々東 底面中央に小ピット１個（径７cm×深さ１８cm）

Tピット６ １３２×９６ ８６×３２ １２４ 北－南 底面中央に小ピット１個（深さ３４cm）

Tピット７ １０８×４８ １００×２８ ５８ 北々西－南々西 底面中央に小ピット１個（径７cm×深さ２３cm）

第３７図 T２３３遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第３８図 T２３３遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第３９図 T２３３遺跡遺構実測図（１）
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第４０図 T２３３遺跡遺構実測図（２）
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第４１図 T２３３遺跡発掘区出土の石器（１）
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第４２図 T２３３遺跡発掘区出土の石器（２）
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図版９ T２３３遺跡調査状況及び出土遺物

A 遺跡遠景 B 発掘風景

C Tピット１ D Tピット２

E Tピット４ F Tピットの配列状況

G 出土土器（縄文早期） H 出土土器（縄文中期）
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第７章 M３５３遺跡調査報告

第１節 遺跡の概要

M３５３遺跡は、札幌市教育委員会が昭和４８、４９年度に実施した埋蔵文化財包蔵地分布調査によって

発見したもので、都心部より国道２３０号線（通称石山通）を定山渓方向に進み、豊平川にかかる石山

大橋より１km程進んだ豊平川の右岸段丘上にある。遺跡の地番は、札幌市南区石山１条９丁目であ

る。本遺跡をのせる段丘は、豊平川の右岸にあたり、基本的には豊平川の浸蝕をうけ台地状となった

河岸段丘であり、穴の沢川、オカバルシ川といった中小河川がさらに深い沢を刻み複雑な地形を作り

出している。本遺跡の標高は、１３２m程であり、遺跡地の前面（北側）にはオカバルシ川が北東方向

に向け流れ、５００m程で豊平川に合流している。オカバルシ川と遺跡の比高差は、１０m内外である。

遺跡の背後（南側）は、序々に高まり標高２００m～５００mの山岳地へと連なっている。遺跡の周囲は、

かつては水田として耕作され、昭和３０年代前半期に大規模造田工事のため広い範囲にわたり削平、盛

土がなされている。ために、遺跡の大部分は削平されており、今回の調査では若干の遺構が発見され

るにとどまった。

第２節 発掘調査の方法

昭和４８年、４９年度に実施した埋蔵文化財包蔵地分布調査時には、畑地上に若干の土器片、黒曜石片

等が散乱した状態であった。試掘調査は、対象地約２，０００m２に対し全域の約４％程度を発掘調査する

方法で昭和５９年１２月に実施した。その結果約２，０００m２の範囲に土器片、黒曜石片等が多く検出された。

しかし造田工事による削平がかなり広い範囲にわたり行われている事、また削平がおよんでいない部

分が若干残り、その部分には遺構の存在が予想される事より、詳細な確認調査を実施する必要がある

と判断された。確認調査は、調査対象地２，０００m２に対し、全体の２５％程度の面積を発掘調査し、遺物

の採取、遺構の検出を行うこととした。結果、全体の約３０％である６７０�を発掘し、擦文時代の竪穴
住居跡１軒、縄文時代のピット１基を検出し、多量の土器片、石器、石片等の遺物類を採取した。

第３節 遺構及び出土遺物

（１）第１号竪穴住居跡
発掘区の西側、市道沿いにて検出したもので、耕作土である黒色土を剥いだ階段でその存在を確認

した。尚、西側の壁部分及び柱穴の一部は、市道を敷設した時点で削り取られており検出していない。

プランは、一方の壁が検出されていないが、隅丸方形を呈する。規模は、一辺の長さが６．２mであり、

壁高は、東壁で３０cm、南壁で３５cm、北壁で３０cmを数える。主軸の方向は、ほぼ南―北を指し、カ

マドは、南壁にあり中心線より西側にずれて位置している。床面は、ほぼ平坦で堅緻に踏み固められ

ているが、中央部付近及びカマドの周囲は特にその傾向がいちじるしい。床面直上の数センチメート

ル上の覆土中には、炭化した太い木材が数本単位でかたまり出土している。東壁中央付近、北壁中央

付近には、焼土の分布が炭化木材と同一層中にみられた。壁は、いずれの部分もしっかりしており、
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直立に近く立ちあがる。柱穴は、各コーナーの部分に１個ずつの合計３個検出しているが、南西コー

ナーの部分は市道にかかるため検出していない。いずれも一辺が２５cm程の隅丸方形を呈し、深さは、

P１：３０cm、P２：３５cm、P３：４０cm程を算し、底に向け若干先細りとなっている。床面の土に比し色調

は暗く、非常に軟弱であり、検出は容易であった。住居跡の埋没の状況は、以下のとおりである。�
層：耕作土（黒色土＋若干の火山灰）。�層：黒色土（火山灰を多量に含む）。�層：乳白色火山灰。
�層：黒褐色土（土粒が粗い）。�層：暗褐色土（若干粘性がある）。�層：黄褐色粘質土（焼土粒、
炭粒、黒色土粒を多量に含む）。�層：暗黄褐色土（炭粒、焼土粒を含む、粘性に富む）。�層：黒褐
色土。	層：黄褐色土。
カマド

本住居跡には、南壁のかなり西側に偏在した位置にカマドが構築されている。煙道は、カマド本体

の中央より南に向け掘り込まれ、その方位は、ほぼ南で住居跡の長軸と一致している。焚口の左右に

は、通常みられる粘土・ロームのマウンド（袖）は認められず、ほぼ円形のプランを呈する焼土、そ

の上の灰層上に１０個の大型の河原石が散らばっていた。河原石を取り上げその下面を削平すると、煙

道の延長線より延びたように左右両側に３本づつ計６本の直径１０cm内外で深さ１０cm程の柱穴状小

ピットが検出された。この柱穴状小ピットの配列よりみると、カマドの外壁をなす左右の壁部分に杭

を打ち込み、これを芯とし粘土、大型の河原石を積みカマドの外壁を作りあげたものと考えられる。

煙道は、カマド本体より南壁に１．５m程の長さで真南に向け U字状に掘られており、南に向け序々に

高く傾斜して行く、端では住居跡の床面のレベルと同等の高さまでピット状に掘り窪めている。雨天

時の場合、煙道より雨水等が流れ込まない工夫であろうか。尚、カマド内の灰層中には、多量の骨片

第４３図 M３５３遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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が含まれていた。現在種類等について分析中である。カマド本体及び煙道の埋没状況は、以下のとお

りである。�層：暗褐色土（黒色土が小ブロックで混る）。�層：黒色土（炭化物を多量に含む）。�
層：黄褐色粘質土（炭化物を若干含む）。�層：灰褐色土（いわゆる灰層であり、焼土粒、炭粒、骨
片を多量に含んでいる）。�層：焼土（赤褐色で、地山のロームが焼けている、表面にのみ炭粒、骨
片等を若干含んでいる）。

第１号竪穴住居跡出土の遺物

本竪穴住居跡内からは、多くの土器片及び２点の鉄器が出土している。いずれも床面からではなく、

床面より数センチメートル浮いた状態で出土したが、本住居跡に伴ったものと考えてさしつかえない

資料である。

土 器

第４７図１～１１は、甕型土器の破片で、１は口縁部である。口縁は大きく外へくびれて、口唇が上向

きに直立する。長い頸に横走綾杉文が数段連結してめぐり、これを縦位の沈線にて区画し、縦走綾杉

文が数段連結して施文される。内面は入念に研磨され、内黒となっている。２・３は、頸部で、横走

綾杉文（２）、沈線文（３）が施文されている。４～９は、胴部で、いずれも器面上に刷毛目がみら

れる。１０・１１は、甕型土器の底部で、いずれも底面が若干張り出している。１０の底面には、笹の葉の

圧痕がみられる。第４７図１２～１５は、坏型土器の破片である。１２は口縁で、口唇付近は薄く、削ぐよう

に整形され、鋭角的な三角形状の断面となっている。内面は、横位主体の入念なヘラ磨きが施され、

内黒となっている。１３は、体部片。１４・１５は、器面に明らかなロクロの水引き痕が残り、底面には糸

切痕がみられる土師器の坏である。胎土には細かな砂粒を含み、色調も明るい茶褐色と、擦文土器に

比し堅くちみつな感がある。これらの土器群を概観すれば、糸切痕のある土師器の存在、甕型土器の

文様にある横走綾杉文とこれを沈線にて区画し、縦走綾杉文を複合施文する文様構成より、宇田川編

年によれば擦文時代後期の中葉の年代観が考えられよう。

鉄 器

住居跡の北西コーナー部分、床面より若干浮いた状態で、錆で固まった一塊の鉄片を検出した。錆

を削りおとすと、５cm×２cmの刀子状の鉄片と、７cm×３cm、背の部分の V字状に割れた、鍬先

と考えられる鉄片が２個錆で接着したものと解された。錆の進行が奥深くまで入っており、保存状態

は非常に悪く、現在保存のための作業を実施中である。

（２）第１号ピット
竪穴住居跡の東側２m程の所にて検出したもので、耕作土である黒色土を除去した段階でその存

在が確認された。長径１．３m、短径０．９５m、深さ１５cmの楕円形プランを呈する。長軸の方向は、ほぼ

東―西である。壁は、底面に向け序々に傾斜し、底面は中央部が若干窪み丸味を帯びている。底面に

は、遺物は一切みられなかったが、覆土中より石鏃が１点出土している。本ピットの埋没状況は、以

下のとおりである。�層：硬くしまった黒褐色土。�層：暗褐色土（黄褐色土粒が点々と混る）。
第１号ピット出土の遺物

石 器

長さ３．８cm、最大幅１．５cm、厚さ４．５mmの黒曜石製石鏃である。入念な両面加工が施されており、

尖頭部の一部を欠損している。
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第４節 発掘区出土の遺物

発掘調査対象地全域にわたり、多量の土器、石器、石片等が得られた。いずれも、層位的に出土し

たものではなく、土器は、発掘対象地を中央で分断するように北東方向に向けあった沢地の埋土、竪

穴住居跡の周辺よりも多く出土した。

土 器

A 縄文時代中期の土器（第４９図１～８）

いずれも小片で、比較的厚手である。円筒形に近い深鉢型を呈するものである。１は、口縁部で口

唇の断面形は丸く、口唇直下に太い貼付紐がある。２・３は、一段の半截竹管状工具による横走沈線

文がめぐる。４～８は、胴部片でいずれも単節の斜行縄文が地文として施文されている。これらの土

器群は、縄文時代中期末葉の「平岸天神山」出土の土器群に共通するものと考えられる。

B 続縄文時代の土器（第４９図９～２０）

いずれも口縁部で、若干外側に外反、口唇真下に縦位の長い刻み目が連続してめぐらされる。され

に内面より外へ突いた刺突文（突瘤文）がある。１３～１９は胴部片、２０は、底部で底面が若干揚るいわ

ゆる揚底となっている。これらの土器群は、続縄文時代中期いわゆる恵山式土器の終末期に属する土

器群に相当する。

C 擦文時代の土器（第４９図２１～３８、第５０図３９～５５）

最も多量に得られた土器群であり、唯一検出した竪穴住居跡の周辺から主に得られたものである。

２１～４６は、甕型土器の破片である。口縁は、大きく外反し口唇近くにて直立に近く立つ、頸は比較的

長く直立に近く立ち、胴以下は丸味を帯びつつ序々にすぼまり底部へと至っている。２１・２９・３０は、

横走沈線文帯がめぐる。２４～２７は、比較的小型の土器で、口縁の外反は少く、器形的には深鉢に近く

なるものある。４３～４６は、底部で、いずれも底面が若干外へ張り出す特徴を有している。４７・５０～５５

は、坏である。４７は口縁で体部中段に２条の横走沈線文がめぐる。口唇付近は薄く削られ、口唇の断

面形は丸味を帯びる、器面全体に横位主体の刷毛目がみられ、沈線より上部は入念なヘラ磨きが施さ

れている。内面も入念に磨かれ、内黒となっている。４８・４９は、やや外反気味の口縁で、器形は小型

の浅鉢であろうか。これらの土器群は、竪穴住居跡内より出土した土器群とほぼ同様の文様構成、器

形であり、竪穴住居跡の年代とほぼ一致する資料と考えられる。

土製品及び石器

土器と同様に、発掘調査対象地全域より出土したもので、層位的な出土結果は不明である。

紡錘車（第５０図）

擦文時代の土製紡錘車で、全体形の約半分が欠失し、裏面が剥落している。直径６cm、高さ２cm

強の円盤状を呈し、裏面が表面より径が大きく、断面形は台形を呈する。表面は周囲が若干高まり中

央に向け窪む、中心には径８mm程の軸穴がある。重量は現存で４０gで、復元時の推定では８０g～１００

g程あると考えられる。色調は、明るい褐色を呈し、胎土、焼成とも本遺跡出土の擦文土器に似る。

石 器

いずれの資料も、縄文時代中期及び続縄文時代の土器群に伴出したと考えられる。以下器種ごとに、

説明して行く。

石鏃（第５０図１・２）

１は、二等辺三角形状の刃部で、長い頸部を作出している。２は刃部のみで他を欠損した資料であ
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る。いずれも入念な両面加工が施されている、黒曜石製。

石槍；ナイフ（第５０図３・４）

３は、入念な両面加工が施され、木の葉状をなす。４は、石槍もしくは両面加工の施されるナイフ

状石器の柄部と思われるもので厚く、舌状を呈する。２点とも黒曜石製である。

削器（第５０図５～１０）

縦長剥片・幅広剥片を素材とし、剥片の一側縁部に剥離加工を施し刃部としている。６・９は黒曜

石、他は頁岩である。

石核（第５０図１１・１２）

連続的に石器の素材とする各種の剥片を生産した母岩で、１１は黒曜石を主に作出したものである。

１２は、部厚い剥片の一側縁に表裏より大きな剥離加工を交互に加え、断面がくさび状となる刃部を作

り出している、礫核削器と称するものの類である。

石斧（第５０図１３）

緑色片岩を素材とし、短冊状に敲打整形し入念に研磨加工している。刃部の一部を残し、大きく破

損している。
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第４４図 M３５３遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第４５図 M３５３遺跡第１号竪穴住居跡実測図
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第４６図 M３５３遺跡第１号竪穴住居跡カマド実測図

第４７図 M３５３遺跡第１号竪穴住居跡出土の土器

市内遺跡確認調査等報告書 ２０１０

６８



第４８図 M３５３遺跡第１号ピット実測図及び出土遺物

第４９図 M３５３遺跡発掘区出土の土器
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第５０図 M３５３遺跡発掘区出土の土器・土製品・石器

市内遺跡確認調査等報告書 ２０１０

７０



図版１０ M３５３遺跡調査状況及び出土遺物

A 遺跡全景 B 第１号竪穴住居跡

C 第１号竪穴住居跡カマド D 第１号竪穴住居跡出土土器

E 発掘区出土土器 F 発掘区出土土器（擦文・甕）

G 発掘区出土土器（擦文・坏） H 発掘区出土土製品（紡錘車）・石器

第７章 M３５３遺跡調査報告

７１



第８章 T４７２遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地 札幌市豊平区里塚４３１－２他

（２）確認調査対象面積 約５，０００m２

（３）調査の目的 平岡公園造成に伴う事前調査

（４）業務委託者 札幌市環境局緑化推進部造園課

（５）業務受託者 札幌市教育委員会社会教育部文化課

（６）調 査 担 当 同上

（７）受託業務期間 自：昭和６３年５月３０日 至：平成元年３月３１日

（８）確認調査実施工程
ア 現場作業 自：昭和６３年５月３０日

至：昭和６３年６月１１日

イ 整理作業 自：昭和６３年６月１１日

至：平成元年３月３１日

第２節 発掘調査の概要

（１）遺跡の概要
本遺跡は、札幌市豊平区里塚４３１－２に位置する。遺跡地を含む周囲一帯は荒蕪地であり、かって

は畑として耕作されている。また火山灰の採取が大規模に行われており、今回の調査対象地の北西側

は大きく削りとられている。遺跡の存在する台地の標高は５０m内外である。尚、昭和５８年度に実地

した埋蔵文化財分布調査において、本地点から若干の土器等が発見されたことから、T４７２遺跡とし

て札幌市埋蔵文化財包蔵地台帳に登載されたものである。

（２）調査の方法
昭和５８年度に実施した分布調査時に遺物を検出した部分を中心として、約１０，０００m２にわたり最小

単位が１０×１０mの発掘区を設定、調査対象地区全体を覆った。各交点を２×２m、約４m２の範囲を

発掘調査することとした。さらに１０×１０m中心にも２×２m、約４m２の範囲を発掘調査した。結果、

２×２m、４m２の調査坑を総計２２７個、面積で約９０８m２を発掘調査したことになる。

（３）出土遺物（第５３・５４図）
縄文時代中期（約４，０００年前）に属する土器片２０点余と石器２点、黒曜石剥片を若干検出した。

土 器

７～９は、口縁部で、８には縄線文が、９は沈線文がそれぞれ横位にめぐらされている。１～５・

１０～１７はいずれも胴部の破片であり、地文の縄文が施されている。RL斜縄文（１・３・５・１０・１２

～１５）、LR斜縄文（４・１１・１６・１７）が用いられている。６は、底部の破片である。
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石 器

２点検出している、１は比較的厚手の黒曜石剥片を素材とし、周囲に細かい剥離を施し刃部として

いる。いわゆる掻器である。２は縦長剥片を素材とし、一側縁部に細かな剥離加工を施したもので、

いわゆる削器である、下部を欠損している。２点とも、黒曜石を素材としている。

第５１図 T４７２遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第５２図 T４７２遺跡調査区周辺現況
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第５３図 T４７２遺跡発掘区出土の土器

第５４図 T４７２遺跡発掘区出土の石器
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図版１１ T４７２遺跡調査状況及び出土遺物

A 発掘調査状況（１） B 発掘調査状況（２）

D 発掘調査状況（４）C 発掘調査状況（３）

E 発掘区出土遺物（縄文土器・石器・黒曜石片）
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第９章 T３６２遺跡、T４８５遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地 札幌市豊平区真栄３２８他

（２）開発予定面積 約４３．８ha

（３）確認調査対象面積 約１４１，９００m２

（４）調査の目的 第３エレクトロニクスセンター造成に伴う事前調査

（５）業務委託者 札幌市企画調整局開発部団地課

（６）業務受託者 札幌市教育委員会社会教育部文化課

（７）調 査 担 当 同上

（８）受託業務期間 自：昭和６３年７月１１日 至：平成元年３月３１日

（９）確認調査実施工程
ア 現場作業 自：昭和６３年７月１１日

至：昭和６３年８月６日

イ 整理作業 自：昭和６３年８月８日

至：平成元年３月３１日

第２節 発掘調査の概要

発掘調査対象地域は、豊平区真栄に所在し山部川、真栄川にはさまれた、狭い尾根が幾重にも連な

る山林地である。開発区域が４３．８haと広大であり、５月に実地した分布調査、試掘調査の結果から、

黒色土の残る尾根上、平坦面に限定して発掘調査を実地した。発掘調査は、以下の A～E地区に分け

実施した。

A地区：T３６２遺跡が登載されている地区一帯で標高７０～８０mの等高線で囲まれる約２５，４００m２を対

象としている。B地区：標高９０mの等高線により囲まれる約１５，０００m２の区域を発掘調査対象とした。

C地区：標高９５mの等高線で囲まれる区域で、約３８，０００m２を発掘調査対象とした。D地区：最も平

坦面の多い区域であり、標高８５mの等高線で囲まれる約３９，０００m２が発掘調査対象である。D'地区：D

地区の続きの部分であり、民有地によって分断され、約２，５００m２の範囲を調査対象とした。E地区：

開発区域の最西部にあり、標高７５mの等高線より徐々に下がる緩やかな斜面であり、山部川に面し

た約２２，０００m２が調査対象区である。発掘調査の対象区全体を最小が１０×１０m単位の区画割を行い、

各交点に１×１m（１m２）の発掘を実施する方法をとっている。しかし密集した樹林、笹等より正確

な区画割は行ってはおらず、また、立木、根等の存在からずれて発掘している部分もおおくある。調

査対象総面積１４１，９００m２に対して、約１％強の約１，５００m２を発掘調査したことになる。結果、A地区

・E地区の２地区において若干の遺物を採集したにとどまった。A地区は、当初 T３６２遺跡が埋蔵文

化財包蔵地台帳に登載されていたが今回の調査結果では、遺物包含層はほとんど残ってはいないこと、

E地区では、山部川に沿った段丘上に新規に遺跡が発見されたことになる（T４８５遺跡）が、調査の

結果では遺跡の主体部は開発対象区域外の民有地にあることが判断されたため、遺物の発見された両
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地点とも本発掘調査は必要無いものと結論された。

第３節 出土遺物

T３６２遺跡（第５７図１～７）

縄文時代中期（４，０００年前）、後期（３，５００年前）の土器片、黒曜石剥片を検出した。

縄文時代中期の土器（１～４・６・７）

１は爪型文がめぐらされており、４・６は厚手で地文の縄文のみが施文されている。７は底部で底

面にも縄文がみられる。

縄文時代後期の土器（５）

すり消し縄文が特徴となる、沈線文によって区画した内側の縄文を丁寧にすり消している。

T４８５遺跡（第５７図８・９）

２点の土器と、黒曜石剥片若干を検出した。８の土器は、比較的厚手で縄文が地文として施文され

ている。縄文時代中期に属する深鉢型土器の胴部である。９は、貝殻の腹縁部を横位に数段連続して

押し付けた文様、貝殻腹縁文土器である。縄文時代早期（約７，０００年前）に属するものと考えられる。

第５５図 T３６２遺跡、T４８５遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第５６図 T３６２遺跡、T４８５遺跡調査区周辺現況
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第５７図 T３６２遺跡、T４８５遺跡発掘区出土の土器
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図版１２ T３６２遺跡、T４８５遺跡調査状況及び出土遺物

A 発掘調査状況（１） B 発掘調査状況（２）

C 発掘調査状況（３） D 発掘調査状況（４）

E 発掘調査状況（５） F 発掘調査状況（６）

G 出土遺物（縄文土器・黒曜石片）
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第１０章 M４８４遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地 札幌市南区常盤６０－１ほか

（２）確認調査対象面積 約３，５００m２

（３）調査の目的 仮称市立高等専門学校（デザイン系）建設に伴う事前調査

（４）業務委託者 札幌市企画調整局大学設置準備室

（５）業務受託者 札幌市市民局生活文化部文化財課

（６）調 査 担 当 同上

（７）受託業務期間 自：平成元年４月１０日 至：平成２年３月３１日

（８）確認調査実施工程
ア 現場作業

自：平成元年４月１０日

至：平成元年５月１７日

イ 整理作業

自：平成元年５月１８日

至：平成２年３月３１日

第２節 発掘調査の概要

（１）遺跡
本遺跡は、札幌市南区常盤６０－１に所在する。真駒内川左岸上にあり、標高は１７０mほどの比較的

平な畑地上に立地している。開拓以来の耕作により、基盤のローム層まで撹乱を受けており、遺物も

ほとんどが耕作による撹乱層に含まれたものであった。尚、本遺跡の発見は昭和６３年度に実施した埋

蔵文化財包蔵地の所在確認調査及び試掘調査の結果確認したものであり、札幌市埋蔵文化財包蔵地台

帳に登載されたものである。

（２）発掘調査の方法
昭和６３年度に実施した試掘調査の結果、遺物が最も多く検出された部分約３，５００m２の範囲を発掘調

査対象面積とした。発掘調査対象地には、市道の境界線を基本とした最少単位が１０×１０mの方眼を

かけ発掘区を設定した。実際の発掘調査に当たっては、各発掘区の南東部と南西部に１m幅を地層

観察用及び排土搬出用として畦状に残し内９×９m（８１m２）を発掘調査した。結果、作物の移転が終

わっていない地区などがあり、最終的には発掘調査終了面積は３，０５０m２であった。

（３）出土遺物
縄文時代晩期（約２，５００年前）に属する土器数点と石器２４点、黒曜石、頁岩等の剥片多数を検出し

た。
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土 器（第６０図）

１は、口縁部で平行沈線文が数段めぐる、口唇部は鋭角的に尖る。２・３は縄文のある、胴部片で

２は鉢形土器、３は深鉢形土器である。４～６は、無文土器の胴部片で、器面に調整痕がみられる。

いずれも胎土中に砂粒を多く含み、焼成は良好である。色調は茶褐色（１・３・４）、灰褐色（２・

５・６）を呈する。

石 器（第６１図）

総計２４点の石器と、黒曜石剥片、頁岩片多数を検出した。

石鏃（１～５）

１～４は有茎で、両面に入念な加工が施されている。幅広剥片を素材としている。５は無茎鏃で底

辺は湾曲している。先端部は欠失しており入念な両面加工が施される。全例黒曜石製である。

石槍（６）

細長く比較的厚みのある両面加工の施された石器で尖頭部を欠失している。基部には素材面が残る、

頁岩製である。

削器（７～２４）

剥片の一側縁部に加工痕、使用痕のあるもので、定形化していない。縦長剥片を素材としたもの、

幅広剥片を素材としたものの二種の形態がある。２４のみ頁岩製で他は全て黒曜石である。

第５８図 M４８４遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第５９図 M４８４遺跡調査区周辺現況及び調査区配置
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第６０図 M４８４遺跡発掘区出土の土器
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第６１図 M４８４遺跡発掘区出土の石器
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図版１３ M４８４遺跡調査状況及び出土遺物

A 遺跡全景（１） B 遺跡全景（２）

C 発掘風景（１） D 発掘風景（２）

E 発掘区出土遺物
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第１１章 S２１４遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地 札幌市白石区栄通１４丁目８０３－１１ほか

（２）確認調査対象面積 約５００m２

（３）調査の目的 共同住宅建設に伴う事前調査

（４）業務委託者 野村不動産株式会社 札幌支店

（５）業務受託者 札幌市

（６）発掘調査主体者 札幌市教育委員会 教育長

（７）発掘調査担当者 札幌市市民局生活文化部文化財課

（８）受託業務期間 自：平成元年７月１０日 至：平成２年３月３１日

（９）確認調査実施工程
ア 現場作業 自：平成元年７月１０日

至：平成元年７月２９日

イ 整理作業 自：平成元年７月３１日

至：平成２年３月３１日

第２節 発掘調査の概要

（１）遺跡
本遺跡は、札幌市白石区栄通１４丁目８０３－１１ほかに所在する。今回の発掘対象地区は、道々西野－

白石線沿いの月寒川に面する南向き緩斜面にあり、標高は３０mある。本遺跡を含む月寒川流域には

多くの遺跡の存在が知られており、札幌市内でも有数の遺跡密集地帯となっている。本遺跡は、道々

西野－白石線を含む北西一帯に広がりを有したものと考えられるが、この部分についてはすでに宅地

化されその存在を確認することはできない状況になっている。尚、本遺跡の存在は、昭和４８年度に全

市的に実施した埋蔵文化財包蔵地の所在確認調査（分布調査）によって発見され、札幌市埋蔵文化財

包蔵地台帳に登載されたものである。

（２）発掘調査の方法
試掘調査の結果遺物が多く検出され、遺物包含層が残っている、道々西野－白石線沿いの幅１０m、

長さ５０mの範囲を今回の確認調査対象地区とした。発掘区の設定は、道々西野―白石線の道路敷の

ラインを基線とし、これを１０mごとに区切り、最小単位が１０×１０mのメッシュで調査対象地全体を

おおい発掘区とした。調査対象地区は、かつては畑として耕作されており現在は荒地となり部分的に

各種工事の排土等が盛られていた。結果、最終的には約４５０m２を人力にて発掘したことになる。遺物

は、耕作土中と耕作土（黒色土）直下のローム層上面に検出している。ほとんどが耕作土による撹乱

のため層位的な確認は得られていない。
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（３）遺構（第６４図）
E発掘区にて、陥し穴（Tピット）を１個検出した。開口部は直径１．３m、短径０．８m、深さ０．７m

の楕円形を呈するピットである。長軸方向は、ほぼ南―北で斜面の傾きとほぼ一致した方向をとる。

北側の壁は途中に段が付く。本ピットの埋没状況は、以下のとおりである。第１層：真黒色土、第２

層：暗茶褐色土、第３層：黄褐色土のブロック、第４層：暗褐色土、第５層：黄褐色土、第６層：暗

褐色土、第７層：褐色粘質土、第８層：黒褐色土、第９層：黄褐色土、第１０層：粘質を帯びた黒色土、

第１１層：淡黄色粘質土、第１２層：粘質に富む黒色土。

（４）遺物
発掘対象面積が５００m２とせまいにもかかわらず、縄文時代早期～中期、晩期の遺物が多く検出され

た。土器は、縄文時代早期に属する貝殻文・沈線文平底土器が最も多く、石器もこれに伴うものが主

体をなす。

縄文時代早期の土器（第６５図１～２２、第６６図２３～４４、第６７図４５～６０）

第�群土器（１～５１）
貝殻腹縁文、同条痕文、沈線文、列点文が単独にあるいは数種が複合して施文された土器、無文土

器である。いずれも底部形状は、平底である。

A（１・３～１７）：貝殻腹縁圧痕文が横位に多数めぐらされるものに、横位に数段めぐる沈線文が

組み合わされるものである。中には山形を呈する口縁の頂部より垂下するよう一段列点文を配する例

もある。口唇の断面形は鋭角的となる、口唇直下に連続した刻み目を施す（３）。口唇の断面形は丸

みを帯びる、ゆるやかな波状口縁となり突起頂部より垂下するように列点文が付けられる（４・７）。

貝殻腹縁文・沈線文を使用して器面に大きな三角形・菱形を構成する（８・１１～１３）等がある。３は、

器面内に横位の貝殻条痕文がみられる。胎土中には、白色火山灰粒と若干の砂粒を含む。色調は茶褐

色・暗茶褐色を呈する。

B（１８～３９・４１）：口縁から胴中段に至る部位に、横走沈線文を数段めぐらしたものである。２１～

２４・２６は、やや丸みをもつ口唇で、ほぼ平縁となる。口唇直下より胴中段にかけての部位には２０本程

度の横走沈線がめぐらされる。２７～３２も同種の土器である。２５・３４は器内面に貝殻条痕文が施された

例である。３３・３５・３８は横位、斜位の沈線文が組み合わされたものである。胎土中には、白色火山灰

・砂粒を比較的多く含み、器面はややザラついた感じがする。色調は、茶褐色を呈するものが多い。

C（４０・４２～４７）：貝殻条痕文・無文土器である。４０は、横位の貝殻条痕文のみ器面に施文された

もので、平縁・口唇部断面は丸みを帯びる。４４は、波状縁で口唇直下に細かな刻み目がめぐる。器面

には貝殻条痕文が施される。４２・４３・４５は、無文で大きな波状口縁である。４２・４３には補修孔がある。

４６・４７は、無文土器の胴部片。胎土には、白色火山灰・砂粒を若干含む。色調は明茶褐色を呈する。

底部（１・２・４８～５１）：１は、貝殻腹縁文・沈線文が横位に複合施文された土器底部で平底であ

る。２・４８～５１は、条痕文あるいは無文の平底土器底部である。

第�群土器（５２～６０）
撚糸文、羽状縄文の施文された土器群で、薄手である。縄文時代早期末葉の「東釧路�式土器」に
対比される。５２は、平縁で口唇は丸みを帯びる。左下がりの撚糸文が地文として施文される。５５も同

種である。５３・６０は横位に撚糸文が数段めぐる。５４・５６～５９は、細かい原体を用いた羽状縄文が地文

として施文される例である。胎土には、いずれも少量の砂粒が混じる。色調は明茶褐色を呈する。

縄文時代中期の土器（第６７図６１～６６）
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２型式の土器が得られている。６１・６２は、口縁部に肥厚帯を有し、肥厚帯直下には大型の円形刺突

文が数 cm間隔にめぐらされるといった特徴がある。口唇上は平らに整形され、肥厚帯上には縄文を

施文（６２）、さらにヘラ状工具による連続刺突文が２段めぐらされる（６１）。６２は、口縁内面にも縄文

が施文される。これらの特徴は、「北筒式土器」に類似する。６３は、幅広の貼付帯が胴を横環し、貼

付帯上には縄文が施文される。「余市式土器」と考えられる。６４～６６は、中期に属する厚手な胴部片

で器面上には斜行縄文が施される。６６は、内面にも縄文が施されている。いずれも厚手で、６１・６２・

６６には少量の繊維を胎土に含み、色調は、暗茶褐色（６１・６２・６６）、明褐色（６３～６５）を呈する。

縄文時代晩期の土器（第６７図６７）

１点のみ検出した、平行する横走沈線文を特徴とする土器である。

石 器（第６８・６９図）

土器に比較して石器の数量は少ないが、ほとんど縄文時代早期の貝殻文・沈線文平底土器群に伴う

ものと考えられる。

両面加工ナイフ状石器（１～５）

入念に両面加工の施されたもので柳葉形もしくは木の葉様を呈すると考えられるが全て破損品であ

り原形は不明である。１は、尖頭部片で、２～４は、柄部であり基底部は平らである。５は、やや幅

広で基底部には素材面が残る、尖頭部を欠失している。全例黒曜石を素材としている。

つまみ付きナイフ（６）

片面加工の施されたもので、一端につまみ部を作出している。黒色の頁岩を素材としている。

削器（７・８）

剥片の一側縁ないしは左右側縁に剥離加工を施し刃部を作り出したものである。いずれも黒曜石製

である。

石錘（９～１１）

扁平な河原石の長軸方向の両端に打ち欠きを施したものである。重量は、９：４０g、１０：１００g、

１１：１９０gである。９・１１は、安山岩、１０は砂岩を用いている。

石鋸（１２）

砂岩の扁平で薄い河原石であり、三角形状を呈する。底辺部分が使用部分であり擦り切りの砥石と

して用いたものである。

砥石（１３）

砂岩で断面が方形に近く、長方体となる。４面が砥石として使用され長軸方向に大きくコンケーブ

している。

擦石（１４）

断面が三角形状を呈する楕円形状の河原石（安山岩）であり、一番狭い稜を擦面として使用してい

る。
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第６２図 S２１４遺跡調査位置（S＝１／２５０００）

第６３図 S２１４遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第６４図 S２１４遺跡第１号 Tピット実測図
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第６５図 S２１４遺跡発掘区出土の土器（１）
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第６６図 S２１４遺跡発掘区出土の土器（２）
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第６７図 S２１４遺跡発掘区出土の土器（３）
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第６８図 S２１４遺跡発掘区出土の石器（１）
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第６９図 S２１４遺跡発掘区出土の石器（２）
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図版１４ S２１４遺跡調査状況および出土遺物

A 遺跡全景（１） B 遺跡全景（２）

C Tピット D 発掘風景

E 発掘区出土土器
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図版１５ S２１４遺跡発掘区出土の土器
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図版１６ S２１４遺跡発掘区出土の石器
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第１２章 T４８６遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地 札幌市豊平区真栄３７４

（２）発掘調査対象面積 約１００m２

（３）調査の目的 宅地造成工事に伴う事前調査

（４）業務委託者 日特建設株式会社 札幌支店

（５）業務受託者 札幌市

（６）発掘調査主体者 札幌市教育委員会 教育長

（７）発掘調査担当者 札幌市市民局文化部文化財課

（８）受託業務期間 自：平成３年９月３０日 至：平成４年３月３１日

（９）発掘調査実施工程
Ａ 現場作業 自：平成３年９月３０日

至：平成３年１０月８日

Ｂ 整理作業 自：平成３年１０月９日

至：平成４年３月３１日

第７０図 T４８６遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第７１図 T４８６遺跡調査区周辺現況及び調査区配置
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図版１７ T４８６遺跡調査状況及び出土遺物

A 発掘状況（１） B 発掘状況（２）

C 発掘状況（３） D 発掘状況（４）

E 発掘区出土土器（縄文時代中期）

第１２章 T４８６遺跡調査報告
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図版１８ T４８６遺跡発掘区出土遺物
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第１３章 M３５１遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡所在地 札幌市南区石山１条７丁目４０８－１の内

（２）確認調査対象面積 約２７０m２

（３）調 査 目 的 宅地造成工事に伴う事前調査

（４）業務委託者 東栄土地株式会社

（５）業務受託者 札幌市

（６）調査主体者 札幌市教育委員会 教育長

（７）調査担当者 札幌市市民局文化部文化財課

（８）受託業務期間 自：平成３年９月２日 至：平成４年３月３１日

（９）確認調査実施工程
Ａ 現場作業 自：平成３年９月４日

至：平成３年９月２１日

Ｂ 整理作業 自：平成３年９月２４日

至：平成４年３月３１日
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第７２図 M３５１遺跡調査位置（S＝１／２５０００）

第７３図 M３５１遺跡調査区周辺現況
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第２表 M３５１遺跡遺構属性表

遺構名 発掘区
規模

長径×短径（cm）
深さ
（cm）

平面形 長軸方向
出土遺物（点数）

備考
土器 石器 剥片 礫

第１号ピット A－２ ７９×７４ ２５ 円形 ３ １ ４

第２号ピット A－３ １３６×１００ ２１ 楕円形 北西－南東 １ １

第３号ピット A－７ ７２×６５ １７ 円形 ７ １

第４号ピット A－３ （１２４）×１５２ ２１ 不整円形 １５ １ １１ １

第５号ピット A・B－２ ６５×６０ １５ 円形 ７ ５

第６号ピット A－３ ７５×７５ １８ 円形 ７ １ ４

第７号ピット B－２ ８２×７７ １２ 円形 １

第８号ピット B－２ ７９×７８ ２６ 円形 １０ １ １

第９号ピット B－３ ８０×７９ ２３ 不整円形 ７ １

第１０号ピット B－３ １０４×８５ ２８ 楕円形 西－東 ２８ ７ ３

第１１号ピット A－２・３、B－２・３ ７１×６８ １７ 不整円形 ８ ２

第１２号ピット B－２ ８２×７３ ３０ 不整円形 １２ ２ ２

第１３号ピット B－３ ７２×６４ １６ 円形 １ １ １

第１４号ピット B－３ ６２×５５ ７ 円形 １ １

第１５号ピット A・B－３ ８０×７４ １８ 円形 １２ ３

第１６号ピット B－３ ９１×８０ １７ 楕円形 北西－南東 １ ３

第１７号ピット B－３ ９７×８５ ３１ 楕円形 北西－南東 ５ １ １ ８

第１８号ピット A－３ ７９×７２ １４ 円形 ２１

第１９号ピット B－４ ７０×５９ １５ 楕円形 北東－南西 ２ １

第２０号ピット A－４、B－３・４ （２１０）×１３１ １９ 長楕円形 北東－南西 １４ ８

第２１号ピット B－４ ９２×７８．５ ２５ 楕円形 北東－南西

第２２号ピット A－４ ６２×５９ ２６ 円形 １ １ １

第２３号ピット A－４ ７８×７２ １４ 円形 １ １

第２４号ピット B－４ ５７×５３ １５ 不整円形 ３

第２５号ピット A－１ ７２×７０ ３３ 円形 １９ ３

第２６号ピット A－５ ７１×６９ ２２ 円形 １１

第２７号ピット A・B－５ ６５×６１ １６ 円形 １

第２８号ピット A－４ ７６×７１ ３１ 円形 １ ２

第２９号ピット B－５ ５６．５×８ ２２ 不整円形 １ １

第３０号ピット A－６ ５８×５６．５ １７ 円形 ２ １

第３１号ピット A－６ ５５×５５ １３ 円形 １ １

第３２号ピット A－６ ６６×６２ １５ 円形 ４ １

第３３号ピット A－４ ８５×８４ ３２ 円形 １３ １ ２

第３４号ピット A－６ ７１×６８ １９ 円形 ６ ４ ２

第３５号ピット A－６ ７９×７６ ２５ 円形 １７ １２ ７

第３６号ピット A－６ ６２×６１．５ ２０ 円形 ２ １

第３７号ピット A－６・７ ７３×６０ １３ 楕円形 北東－南西 ２

第３８号ピット A－７ ９４×９０ ２５ 不整円形 １７ １ １ １

第３９号ピット A－７ ９２×９０ ２９ 円形 ５ ４ １

第４０号ピット A－７ ９６×９４ ２４ 円形 １４ ２ １
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図版１９ M３５１遺跡調査状況（１）

A 遺跡全景 B 第５～１１号ピット（西より）

C 第１号ピット（東より） D 第２号ピット（北東より）

E 第３号ピット（南より） F 第４号ピット（北より）

G 第５号ピット（東より） H 第６号ピット（東より）

第１３章 M３５１遺跡調査報告
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図版２０ M３５１遺跡調査状況（２）

A 第７号ピット（東より） B 第８号ピット（東より）

C 第９号ピット（東より） D 第１０号ピット（南東より）

E 第１１号ピット（東より） F 第１２号ピット（東より）

G 第１３号ピット（北東より） H 第１４号ピット（北東より）
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図版２１ M３５１遺跡調査状況（３）

A 第１５号ピット（北東より） B 第１６号ピット（南より）

C 第１７号ピット（北より） D 第１８号ピット（東より）

E 第１９・２０・２１号ピット（東より） F 第２２号ピット（東より）

G 第２３号ピット（東より） H 第２４号ピット（東より）

第１３章 M３５１遺跡調査報告

１１５



図版２２ M３５１遺跡調査状況（４）

A 第２５号ピット（東より） B 第２６号ピット（東より）

C 第２７号ピット（東より） D 第２８号ピット（北より）

E 第２９号ピット（東より） F 第３０号ピット（東より）

G 第３１号ピット（東より） H 第３２号ピット（東より）

市内遺跡確認調査等報告書 ２０１０
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図版２３ M３５１遺跡調査状況（５）

A 第３３号ピット（北より） B 第３４号ピット（東より）

C 第３５号ピット（北より） D 第３６号ピット（東より）

E 第３７号ピット（東より） F 第３８号ピット（東より）

G 第３９号ピット（東より） H 第４０号ピット（東より）

第１３章 M３５１遺跡調査報告
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第１４章 T７１遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）所 在 地 札幌市豊平区平岸１条１９丁目

（２）調査目的 宅地造成工事に伴う調査

（３）調査期間 平成４年９月２１日～９月２２日

（４）検出遺構 土坑５基

（５）検出遺物 縄文土器、石器

第１４章 T７１遺跡調査報告
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第７５図 T７１遺跡調査位置（S＝１／２５０００）

第７６図 T７１遺跡調査区周辺現況及び遺構配置
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第７７図 T７１遺跡土坑実測図
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図版２４ T７１遺跡調査状況及び土坑出土遺物

A 調査状況（南から） B Pit２調査状況（西から）

C Pit１完掘状況（東から） D Pit２完掘状況（北東から）

E Pit３（手前）・Pit４（奥）完掘状況（北東から） F Pit５完掘状況（北東から）

G Pit１・Pit４出土遺物
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図版２５ T７１遺跡出土遺物
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第１５章 N１０７遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）所 在 地 札幌市手稲区前田１２条１０丁目

（２）調査目的 建物建設工事に伴う調査

（３）調査期間 平成５年８月２５日～９月３日

（４）検出遺構 竪穴住居跡１軒、焼土１箇所等

（５）検出遺物 擦文土器、石器

第１５章 N１０７遺跡調査報告
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第７８図 N１０７遺跡調査位置（S＝１／２５０００）

第７９図 N１０７遺跡調査区周辺現況
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第８０図 N１０７遺跡遺構配置及び調査区土層断面
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第８１図 N１０７遺跡竪穴住居跡実測図
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第８２図 N１０７遺跡焼土遺構実測図
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図版２６ N１０７遺跡調査状況

A 調査区近景（南東から） B 調査区近景（南西から）

C 竪穴住居跡完掘状況（北から） D 竪穴住居跡完掘状況（西から）

E カマド検出状況（南から） F カマド調査状況（南から） G カマド調査状況（北から）

H 竪穴住居跡カマド火床断面（東から） I 竪穴住居跡カマド煙道断面（西から）
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図版２７ N１０７遺跡出土遺物
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第１６章 H５１２遺跡調査報告

第１節 業務概要

（１）遺跡の所在地及び名称 札幌市東区丘珠町５９７－１、５９６－１

H５１２遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０１－５１２）

（２）確認調査対象面積 約１４，０００m２

（３）業務委託者 札幌市環境局緑化推進部

（４）業務受託者 札幌市市民局生活文化部

（５）業務主体者 札幌市教育委員会 教育長

（６）業務担当者 札幌市市民局生活文化部文化財課埋蔵文化財係（札幌市埋蔵文化財セン

ター）

（７）業 務 期 間 自：平成１３年４月２日 至：平成１４年３月３１日

内、現場作業期間 自：平成１３年８月１日 至：平成１３年９月１４日

第２節 業務成果

（１）調査経緯
札幌市都市局緑化推進部による公園造成工事（札幌市都市公園事業５・６・５モエレ沼公園）に先

立ち、試掘調査が平成１２年８月２２日から平成１２年９月１日に実施された。試掘調査対象面積は４９，９６８

m２である。

調査の結果、中～近世の礫群及び近世以前の可能性のある溝状遺構が検出された。面積は約１４，０００

m２である。

今回の確認調査は、遺跡の立地する微地形単位、溝状遺構の規模と構築時期および遺物集中範囲の

確認を目的として実施された。

（２）調査・整理方法
発掘区は１０×１０mを基本グリッドとして任意に設定した。発掘調査は、長さ２０m幅１mのトレン

チを Y軸に沿って２０m間隔で設定し、重機で表土（深さ約０．３m）を除去し、人力による遺構・遺物

の検出及び表層地質の確認をおこなった。また、遺構及び遺物の出土状況及び地形に合わせ、任意に

発掘区を追加した。

整理作業では、現場で記録した表層地質に関するデータを整理して地質分布図を作成し、遺構・遺

物の分布との関連を検討した。また、写真記録のデジタル化及びデータベース化、遺物データベース

の作成などをおこなった。

（３）遺跡の立地と層位
表層地質は、ところによりラミナの発達する粗砂・細砂のシーケンス、シルト・細砂の薄互層の

シーケンスおよびグライ化した粘土・泥炭のシーケンスであり、それぞれ、旧河道堆積物、自然堤防

第１６章 H５１２遺跡調査報告
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堆積物および後背湿地堆積物に対比される。

調査区内の微地形は、概ね北西－南東方向に卓越する複数のチャネルを持つ小河川に支配されてい

ると言える。

（４）遺 構
自然堤防上から炭化物集中１ヵ所、礫群１ヵ所が検出された。なお、試掘調査で近世以前の可能性

が指摘された溝状遺構は、断面観察と分布の検討から、樽前 aテフラ（１７３９年降灰）以降であると判

断された。

（５）遺 物
礫が１３点出土した。試掘調査では長径２０cm程度の大礫から構成される礫群が検出されたが、今年

度出土した礫は、礫群出土如何に関わらず、いずれの場合も長軸５cm以下の棒状の超円礫が多い。

第８３図 H５１２遺跡調査位置（S＝１／２５０００）
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第８４図 H５１２遺跡調査区配置
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第８５図 H５１２遺跡土層断面模式図

市内遺跡確認調査等報告書 ２０１０

１３６



図版２８ H５１２遺跡調査状況（１）

A 調査区近景 B 試掘調査 TT０８－１２西壁土層断面

C 試掘調査（TT１０－１０）礫出土状況 D 溝状遺構（DI０１）検出状況

E 溝状遺構（DI０２）検出状況 F 溝状遺構（DI０３）検出状況

G 溝状遺構（DI０４）検出状況 H 溝状遺構（DI０５）検出状況
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図版２９ H５１２遺跡調査状況（２）

A 溝状遺構（DI０６）検出状況 B 溝状遺構（DI０６）セクション

C 溝状遺構（DI０７）検出状況 D 溝状遺構（DI０７）セクション

E 溝状遺構（DI０８）検出状況 F 溝状遺構（DI０８）セクション

G ２２－１４区北西壁トレンチ礫出土状況 H ２０－１３区北西壁トレンチ礫出土状況
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図版３０ H５１２遺跡出土遺物
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市町村 遺跡

番号
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Ｔ７１遺跡 札幌市豊平区平岸１条１９丁目 ０１１０５ ７１ ４３°０１′１２″ １４１°２１′４２″１９９２／９／２１～２２ － 宅地造成

Ｎ１０７遺跡 札幌市手稲区前田１２条１０丁目 ０１１０９ １０７ ４３°０７′５９″ １４１°１６′０６″１９９３／８／２５～９／３ － その他建物

Ｓ２１４遺跡 札幌市白石区栄通１４丁目 ０１１０４ ２１４ ４３°０１′５９″ １４１°２５′１２″１９８９／７／１０～７／２９ － 共同住宅

Ｓ２２９遺跡 札幌市白石区北郷４条３丁目 ０１１０４ ２２９ ４３°０３′４３″ １４１°２４′５２″１９８３／４／２８～５／１２ － 住宅

Ｔ２３３遺跡 札幌市豊平区西岡２条１３丁目 ０１１０５ ２３３ ４２°５９′４４″ １４１°２２′２６″１９８４／５／２８～６／９ － 宅地造成

Ｓ２５２遺跡 札幌市厚別区上野幌１・２条１丁目 ０１１０８ ２５２ ４３°０１′１６″ １４１°２７′５９″１９８１／８／１０～８／２０ － 宅地造成

Ｓ２５４遺跡 札幌市厚別区上野幌２条１丁目 ０１１０８ ２５４ ４３°０１′１０″ １４１°２８′０３″１９８１／８／１０～８／２０ － 宅地造成

Ｓ２５９遺跡 札幌市厚別区上野幌１条５丁目 ０１１０８ ２５９ ４３°０１′０１″ １４１°２８′３７″１９８０／６／１６～７／１９ － 区画整理

Ｔ２７２遺跡 札幌市清田区平岡公園東１・２丁目 ０１１１０ ２７２ ４３°００′３６″ １４１°２８′０６″１９８０／６／１６～７／１９ － 区画整理

Ｓ２７３遺跡 札幌市厚別区厚別町上野幌 ０１１０８ ２７３ ４３°００′４８″ １４１°２９′０３″１９８０／６／１６～７／１９ － 区画整理

Ｔ３０３遺跡 札幌市清田区平岡公園東２・３丁目他 ０１１１０ ３０３ ４３°００′３８″ １４１°２８′２０″１９８０／６／１６～７／１９ － 区画整理

Ｔ３１０遺跡 札幌市豊平区平岸５条１０丁目 ０１１０５ ３１０ ４３°０１′４９″ １４１°２２′４３″１９８３／１０／２４～１１／１４ － 住宅

Ｍ３５１遺跡 札幌市南区石山１条７丁目 ０１１０６ ３５１ ４２°５７′５２″ １４１°１９′０９″１９９１／９／４～９／２１ － 宅地造成

Ｍ３５３遺跡 札幌市南区石山１条９丁目 ０１１０６ ３５３ ４２°５７′４５″ １４１°１８′５４″１９８５／４／１６～４／２７ － 宅地造成

Ｔ３６２遺跡 札幌市清田区真栄 ０１１１０ ３６２ ４２°５８′４５″ １４１°２６′０９″１９８８／７／１１～８／６ － 宅地造成

Ｋ４４０遺跡 札幌市北区北３１条西１１丁目 ０１１０２ ４４０ ４３°０５′５４″ １４１°１９′５５″１９８１／４／７～４／２５ － 共同住宅

Ｔ４７２遺跡 札幌市清田区平岡公園 ０１１１０ ４７２ ４３°００′２３″ １４１°２８′１０″１９８８／５／３０～６／１１ － 公園造成

Ｍ４８４遺跡 札幌市南区芸術の森１丁目他 ０１１０６ ４８４ ４２°５６′４４″ １４１°２０′３８″１９８９／４／１０～５／１７ － 学校

Ｔ４８５遺跡 札幌市清田区真栄 ０１１１０ ４８５ ４２°５８′３８″ １４１°２５′４０″１９８８／７／１１～８／６ － 宅地造成

Ｔ４８６遺跡 札幌市清田区真栄６条１丁目 ０１１１０ ４８６ ４２°５８′５０″ １４１°２６′０１″１９９１／９／３０～１０／８ － 宅地造成

Ｈ５１２遺跡 札幌市東区丘珠町 ０１１０３ ５１２ ４３°０７′１２″ １４１°２５′１４″２００１／８／１～９／１４ － 公園造成

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

Ｔ７１遺跡 集落跡 縄文、続縄文、擦文 土坑５基 縄文土器、石器

Ｎ１０７遺跡 集落跡 擦文 竪穴住居跡１軒、焼土１箇所 擦文土器、石器

Ｓ２１４遺跡 遺物包含地 縄文 落とし穴１基 縄文土器、石器

Ｓ２２９遺跡 墳墓 縄文 土坑４基、落とし穴２基 縄文土器、石器

Ｔ２３３遺跡 遺物包含地 縄文 土坑１基、落とし穴７基 縄文土器、石器

Ｓ２５２遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｓ２５４遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｓ２５９遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｔ２７２遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｓ２７３遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器

Ｔ３０３遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｔ３１０遺跡 集落跡 縄文、続縄文、擦文 土坑１基、焼土２箇所 縄文土器、続縄文土器、石器

Ｍ３５１遺跡 遺物包含地 縄文、続縄文 土坑４０基 縄文土器、続縄文土器、石器

Ｍ３５３遺跡 集落跡 縄文、続縄文、擦文 竪穴住居跡１軒、土坑１基
縄文土器、続縄文土器、擦文土
器、土製紡錘車、石器、鉄器

Ｔ３６２遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｋ４４０遺跡 集落跡 擦文 擦文土器

Ｔ４７２遺跡 遺物包含地 縄文、続縄文 縄文土器、石器

Ｍ４８４遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｔ４８５遺跡 遺物包含地 縄文 縄文土器、石器

Ｔ４８６遺跡 遺物包含地 縄文 遺構・遺物なし

Ｈ５１２遺跡 遺物包含地 アイヌ文化期 礫
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